
清水わき 心ふれあう 嘉島町

上２枚：町民会館で行
われた嘉島中卒業式
(３月11日)
中左：嘉島幼稚園の卒
園式。修了証書を保
護者に渡す園児(３月
17日)
中右：嘉島中立志式。
熊本城を出発する２
年生(２月25日)
下左：出初式で整列す
る消防団(３月５日、
嘉島中学校)
下右：上島の麦畑と菜
の花（３月23日）
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新
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

○
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

１
０
２
億
７
１
６
万
７
千
円

◇
震
災
関
連
予
算

　

55
億
３
２
１
６
万
３
千
円

 

・
解
体
、
災
害
が
れ
き
等
対
策

　
　

25
億
１
２
８
１
万
６
千
円

 

・
災
害
公
営
住
宅
対
策

　
　

17
億
５
３
０
０
万
円

 

・
町
民
体
育
館
、
町
民
会
館
復
旧

　
　

１
億
６
４
０
０
万
円

◇
通
常
予
算

　

46
億
７
５
０
０
万
４
千
円

 

・
芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　

２
億
７
５
３
２
万
１
千
円

 

・「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
事
業

　
　

２
億
１
４
８
２
万
４
千
円

 

・
道
路
橋
梁
新
設
事
業

　
　

２
億
４
６
１
１
万
円

○
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

総
額
92
億
１
９
５
５
万
２
千
円

に
減
額

 

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　

２
億
５
１
８
７
万
６
千
円

 

・
地
方
創
生
拠
点
整
備

　
　

２
億
１
０
０
０
万
円

平
成
29
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会
定
例
会

町　

政　

報　

告

過
去
最
大　

初
の
１
０
０
億
円
超

震
災
関
連
54
％
を
占
め
る

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
29
年
第
１

回
定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
７
日

ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
百
億
円
を
超

え
る
大
型
編
成
と
な
っ
た
29
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
は
じ
め

追
加
提
案
さ
れ
た
２
議
案
を
含
む

31
議
案
（
議
決
事
件
３
件
、
条
例

15
件
、
補
正
予
算
６
件
、
当
初
予

算
７
件
）
を
原
案
通
り
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は

１
０
２
億
７
１
６
万
７
千
円
。
前

年
度
当
初
予
算
の
約
２
・
５
倍
で
、

過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
の
１
０
０
億
円
台
に
押
し
上

げ
た
震
災
関
連
予
算
が
55
億
３
２

１
６
万
３
千
円
に
上
り
、
実
に
全

体
の
半
分
以
上
（
54
・
２
％
）
を

占
め
て
い
ま
す
。
家
屋
解
体
や
災

害
が
れ
き
対
策
、
用
地
選
定
を
進

め
て
い
る
災
害
公
営
住
宅
対
策
な

ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

通
常
予
算
に
は
、
芝
原
地
区
や

東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

主
に
震
災
関
連
予
算
を
29
年
度
に

移
行
し
た
た
め
、
28
億
１
１
９
３

万
２
千
円
を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
川
野
伸
一
、
境

野
隆
文
、
中
津
芳
春
、
森
田
義
雄
、

宮
本
睦
生
、
鍋
田
平
の
６
議
員
が

登
壇
。
震
災
対
策
や
復
興
な
ど
に

つ
い
て
執
行
部
の
見
解
を
た
だ
し

ま
し
た
。
詳
細
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

荒
木
町
長　

　

３
月
の
声
を
聞
き
、
ツ
ク
シ
を

は
じ
め
春
の
本
格
的
な
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
便
り
が
町
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
届
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

や
が
て
、
あ
の
熊
本
地
震
か
ら

１
年
と
な
り
ま
す
。
震
災
へ
の
対

応
で
は
こ
の
１
年
、
議
会
と
町
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
に
迎
え
る
平
成
29
年
度
は

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
も
ち

ろ
ん
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
て
努
力
し
て
い
く
年
度
と
な

り
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業

　
【
町
道
及
び
河
川
】
１
月
ま
で

に
町
道
13
カ
所
、
河
川
も
３
カ
所

が
発
注
済
み
で
す
。
契
約
額
に
し

て
約
９
３
０
０
万
円
、
発
注
率
は

30
％
。
３
月
末
ま
で
に
町
道
15
カ

所
を
追
加
発
注
予
定
で
、
発
注
率

52
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
【
下
水
道
】
２
月
ま
で
の
発
注

は
管
渠
が
２
億
２
千
万
円
、
処
理

場
は
１
億
４
５
０
０
万
円
で
下
水

道
事
業
団
と
委
託
契
約
済
み
で
、

発
注
率
は
76
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
随
時
、
管
渠
工
事

を
発
注
し
、
29
年
度
中
に
復
旧
完

了
の
予
定
で
す
。

　
【
農
業
施
設
等
】
昨
年
末
、
１

２
６
件
、
約
５
億
１
４
０
０
万
円

の
災
害
復
旧
査
定
が
完
了
し
ま
し

た
。
被
災
農
業
者
経
営
体
育
成
支

援
事
業
の
申
請
は
、
期
限
の
１
月

28
日
ま
で
に
、
１
４
１
の
経
営
体

か
ら
２
３
４
事
業
、
約
７
億
３
５

０
０
万
円
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
営
農
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
復
旧
に
努
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
【
学
校
施
設
】
嘉
島
東
小
学
校

は
お
お
む
ね
復
旧
工
事
を
終
え
、

年
度
内
に
完
了
の
見
込
み
で
す
。

嘉
島
西
小
学
校
と
嘉
島
中
学
校
は

１
月
に
契
約
を
締
結
し
、
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

　

昨
年
９
月
の
意
向
調
査
に
基
づ

い
て
60
戸
程
度
の
建
設
を
予
定

し
、
用
地
の
選
定
・
交
渉
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
用
地
の
手

当
て
が
で
き
次
第
、
都
市
再
生
機

構
（
Ｕ
Ｒ
）
に
建
設
を
要
請
、
完

成
い
た
し
ま
し
た
ら
町
が
一
括
で

買
い
取
っ
て
管
理
し
ま
す
。
早
期

の
住
宅
供
給
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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被
災
家
屋
公
費
解
体

　

２
月
下
旬
の
申
請
数
１
０
１
５

棟
の
う
ち
、
実
施
済
み
が
８
９
９

棟
、
進
捗
率
は
88
・
６
％
で
す
。

皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
１
日
も
早

く
解
体
を
進
め
、
自
主
再
建
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
災
証
明
、
各
種
支
援
の
期
限

　
「
り
災
証
明
」「
損
壊
家
屋
等
の

公
費
解
体
及
び
個
人
先
行
解
体
」

「
み
な
し
仮
設
住
宅
」
の
申
請
期

限
が
い
ず
れ
も
３
月
31
日
ま
で
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
「
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
方
」
は
除

か
れ
ま
す
。

　
「
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
」
は

４
月
13
日
ま
で
。
こ
ち
ら
も
「
り

災
判
定
が
確
定
し
て
い
な
い
方
や

そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
方
」
は
申
請
期
限
の
対
象
か

ら
除
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
」

は
基
礎
支
援
金
が
30
年
５
月
13
日

ま
で
で
、
加
算
支
援
金
も
31
年
５

月
13
日
が
申
請
期
限
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
申
請
の
期
限
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
は
震
災
対
応

の
町
の
総
合
相
談
窓
口
を
町
役
場

２
階
か
ら
１
階
小
会
議
室
に
移
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
義
援
金
の
配
分

　

既
に
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
よ
う
に
、
町
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
、
町
配
分
委
員
会
の

決
定
通
り
に
配
分
い
た
し
ま
す
。

　
「
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

一
部
損
壊
の
修
理
費
用
が
百
万
円

以
上
で
既
に
県
か
ら
配
分
を
受
け

た
被
災
者
」
は
町
の
配
分
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　

町
か
ら
の
義
援
金
配
分
額
は
、

地
震
被
害
の
要
件
に
該
当
す
る
修

理
費
が
30
万
円
以
上
50
万
円
未
満

な
ら
３
万
円
、
50
万
円
以
上
百
万

円
未
満
は
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
は
30
年
３
月
末

ま
で
の
予
定
で
す
。
益
城
町
を
除

く
上
益
城
郡
内
４
町
が
同
様
の
取

り
扱
い
と
な
る
予
定
で
す
。

災
害
復
興
基
金

　

前
回
定
例
会
の
町
政
報
告
で
、

こ
の
基
金
の
基
本
事
業
に
関
し
て

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
29
年
度
も
、「
住
宅
耐

震
化
支
援
事
業
」
や
「
農
家
の
自

力
復
旧
支
援
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
の
復
旧
支
援
」
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
災
害
復
興
基
金
は
県
内
の

被
災
自
治
体
が
同
様
の
条
件
で
取

り
組
む
も
の
で
、
今
後
も
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
関
す
る
周
知
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
説
明
に
努
め
な

が
ら
、
個
別
の
相
談
対
応
な
ど
に

も
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
昨
年
10
月

に
開
設
し
て
以
来
、
応
急
仮
設
住

宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
、
そ
し
て

各
家
庭
へ
の
訪
問
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
、
生
活
困
窮

者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の
暮
ら
し

支
援
を
図
り
な
が
ら
、
見
守
り
や

交
流
と
い
っ
た
触
れ
合
い
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
年
度
も

引
き
続
き
、
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

被
災
者
負
担
の
軽
減

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
一
部
負
担
金
に
加
え
、

介
護
保
険
利
用
料
の
免
除
な
ど
を

昨
年
４
月
か
ら
今
年
２
月
ま
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
措

置
を
さ
ら
に
９
月
ま
で
延
長
し
、

被
災
者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

静
岡
県
と
の
交
流
事
業

　
「
熊
本
・
静
岡
防
災
教
育
交
流

事
業
」
で
３
月
12
〜
14
日
、
嘉
島

中
学
校
の
生
徒
９
人
が
引
率
教
諭

２
人
と
共
に
静
岡
県
を
訪
問
し
ま

す
。
現
地
の
中
学
２
校
と
交
流
を

図
っ
て
、
交
歓
す
る
予
定
で
す
。

町
復
興
計
画

　

２
月
に
開
か
れ
た
町
の
第
２
回

復
興
計
画
策
定
委
員
会
で
計
画
案

を
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
町
の
復
旧
・
復
興
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
復
興
計
画
を
町

の
総
合
計
画
、
地
方
創
生
の
総
合

戦
略
と
一
体
と
し
て
生
か
し
、
単

な
る
復
興
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る

発
展
を
期
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
一
緒
に
「
活
力
と
う

る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市

―
住
ん
で
良
か
っ
た
！
水
の
郷

（
さ
と
）　

嘉
島
」
を
目
指
し
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
総
合
運
動
公
園
の
拡
張

　

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
便
利
な

運
動
公
園
に
す
る
た
め
、
敷
地
の

拡
張
を
図
り
ま
す
。
現
在
６
・
３

㌶
の
運
動
公
園
を
０
・
９
㌶
拡
張

し
、
駐
車
場
な
ど
を
整
備
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
新
た
な
拡
張
整

備
の
対
象
は
運
動
公
園
の
西
側
に

当
た
り
ま
す
。

企
業
誘
致

　

国
内
有
数
の
移
動
棚
メ
ー
カ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
有
力
地
場
企
業

「
金
剛
」
と
の
立
地
協
定
調
印
式

を
２
月
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

金
剛
が
進
出
す
る
の
は
上
仲

間
・
下
仲
間
地
区
計
画
区
域
で
す
。

敷
地
面
積
約
３
・
４
㌶
に
総
事
業

費
50
億
円
（
見
込
み
）
を
投
じ
て

第
２
工
場
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

上
仲
間
・
下
仲
間
の
計
画
区
域

に
は
既
に
倉
岡
紙
工
、
熊
本
交
通

運
輸
、
日
新
産
業
の
進
出
も
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
相
次
ぐ

進
出
は
町
の
計
画
的
な
産
業
振
興
、

ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
、

震
災
後
の
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に

弾
み
が
つ
く
も
の
で
す
。

地
方
創
生
拠
点
整
備

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
、
東
小

学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
建

て
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
生
か
せ

る
よ
う
な
施
設
の
建
設
を
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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嘉
島
町
消
防
団
の
平
成
29
年
出

初
式
は
３
月
５
日
、
嘉
島
中
学
校

な
ど
で
行
わ
れ
、
団
員
総
数
３
８

０
人
の
う
ち
榮
光
男
団
長
以
下
２

１
１
人
が
参
加
。
平
成
28
年
熊
本

地
震
で
の
活
動
に
対
す
る
総
務
大

臣
感
謝
状
が
荒
木
町
長
か
ら
榮
団

長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

対
抗
競
技
で
は
町
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
訓
練
を
重
ね
て

い
る
団
員
ら
が
懸
命
に
成
果
を
競

い
、
第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）

が
通
常
点
検
、
玉
落
と
し
競
技
に

加
え
、
昨
年
の
年
末
警
戒
で
も
優

勝
、
初
の
３
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。 　

分
団
別
に
分
列
入
場
行
進
、
佐

藤
光
正
副
団
長
を
総
指
揮
者
に
全

員
が
整
列
。
熊
本
地
震
犠
牲
者
と

全
国
の
殉
職
団
員
に
黙
と
う
し
た

後
、
荒
木
町
長
が
、「
熊
本
地
震

の
際
は
、
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら

長
期
間
に
わ
た
っ
て
活
動
、
町
民

の
負
託
に
応
え
て
い
た
だ
い
た
」

と
感
謝
の
意
を
表
し
、「
町
の
復

興
、
発
展
の
た
め
、
今
後
も
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
線
に

立
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

榮
団
長
は
、「
住
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
の
が
消
防
団

の
使
命
。
震
災
時
は
多
く
の
人
命

を
救
い
、
１
件
の
火
災
も
出
さ
な

か
っ
た
。
有
事
の
際
は
被
害
を
最

小
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
よ
り
一

層
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　

第
３
分
団
第
２
部
の
春
日
年
樹

班
長
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。
嘉
島

保
育
園
、
幼
光
保
育
園
、
嘉
島
幼

稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技

に
続
い
て
、
通
常
点
検
と
玉
落
と

し
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
表
彰
お
よ
び
競
技
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
消
防
庁
長
官
・
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
】
◇
永
年
勤
続
功
労
章

（
消
防
歴
25
年
以
上
の
団
員
）・
功

績
賞
▽
団
長　

榮　

光
男

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

◇
勤
続
賞
（
消
防
歴
30
年
以
上
の

団
員
）
▽
音
楽
隊
員　

冨
岡　

宗

徳【
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◇
功
績
章
（
消
防
歴
20
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
２
分
団
長　

龍
田　

亨
▽
第
４
分
団
第
３
部
班
長　

坂

本　

浩
太
▽
同
第
４
部
班
長　

本

田　

隆
二
▽
第
２
分
団
第
１
部　

奥
田　

修
、
勝
本　

伸
也
、
石
原　

玲
▽
同
第
３
部　

中
川　

大
作
、

小
林　

智
一
▽
第
４
分
団
第
３
部　

藤
木　

雄
二

◇
勤
績
章
（
消
防
歴
15
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
３
分
団
第
１
部
班
長

下
田　

宏
之
▽
第
４
分
団
第
１
部

班
長　

藤
井　

裕
二
▽
第
１
分
団

第
２
部　

藤
本　

和
久
▽
第
２
分

団
第
１
部　

牛
嶋　

剛
史
▽
同
第

２
部　

宮
本　

大
輔
▽
第
３
分
団

第
１
部　

下
田　

雅
人
▽
同
第
２

部　

廣
瀬　

孝
、
住
田　

雄
生
▽

第
４
分
団
第
１
部　

𠮷
田　

史
朗

▽
同
第
３
部　

木
村　

良
介
▽
同

榮団長

春日班長の選手宣誓

　　

    

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
―

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
―

消
防
団　

出
初
式

消
防
団　

出
初
式

震
災
活
動
で
総
務
大
臣
感
謝
状　

震
災
活
動
で
総
務
大
臣
感
謝
状　

第
１
分
団
第
１
部
が
３
冠
達
成　

第
１
分
団
第
１
部
が
３
冠
達
成　

通
常
点
検
、
玉
落
と
し
競
技
、

年
末
警
戒
の
３
冠
に
輝
い
た

第
１
分
団
第
１
部

荒木町長

第
４
部　

永
田　

勝
哉

【
嘉
島
町
表
彰
】

◇
優
良
団
員
（
消
防
歴
10
年
以
上

の
団
員
）
▽
第
３
分
団
第
３
部
部

長　

宮
田　

誠
▽
第
４
分
団
第
２

部
部
長　

林
田　

英
治
▽
第
１
分

団
第
１
部
班
長　

中
村　

祐
介

▽
第
３
分
団
第
１
部
班
長　

島

田　

哲
也
▽
同
第
２
部
班
長　

佐

藤　

龍
朗
▽
第
４
分
団
第
２
部
班

長　

外
村　

誠
▽
第
１
分
団
第

１
部　

中
村　

大
成
▽
同
第
３

部　

東　

裕
也
▽
第
３
分
団
第
１

部　

西
田　

光
寿
、
一
野　

翼
、

中
山　

祐
輔
▽
同
第
２
部　

芦
田　

翔
、
村
田　

優
▽
同
第
３
部　

上

野　

貴
弘
、
杉
本　

靖
博
▽
第
４

分
団
第
１
部　

山
内　

遼
太
郎
▽

同
第
２
部　

德
永　

純
也

【
競
技
結
果
】

◇
通
常
点
検
▽
１
位　

第
１
分
団

第
１
部
（
井
寺
）
▽
２
位　

第
３

分
団
第
２
部
（
鯰
）
▽
３
位　

第

３
分
団
第
３
部
（
滝
河
原
）

◇
玉
落
と
し
競
技
▽
１
位　

第
１

分
団
第
１
部
（
井
寺
）
▽
２
位　

第
４
分
団
第
３
部
（
下
仲
間
）
▽

３
位　

第
２
分
団
第
１
部
（
北
甘

木
）

◇
平
成
28
年
年
末
警
戒
▽
１
位

第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
▽
２

位　

第
３
分
団
第
３
部
（
滝
河

原
）
▽
３
位　

第
１
分
団
第
２
部

（
下
六
嘉
）
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玉 落 と し 競 技 幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

通 常 点 検

消 

防 

音 

楽 

隊
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嘉
島
東
小
の
卒

業
式
は
３
月
23
日
、

同
小
体
育
館
で
行

わ
れ
、18
人（
男
子

10
人
、女
子
８
人
）

が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

松
田
秀
喜
校
長

は
、「
皆
さ
ん
は
６

年
間
努
力
し
、地
震

の
時
は
助
け
合
っ

て
絆
を
深
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も

仲
間
を
大
事
に
し

て
歩
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、
髙
野
教

育
長
は
、「
周
囲
の
支
え
に
感
謝

を
忘
れ
ず
、
中
学
校
で
も
が
ん

ば
っ
て
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
は
、
卒
業
生
一
人
一
人

の
思
い
出
を
発
表
。
卒
業
生
も

「
励
ま
し
合
っ
た
６
年
間
を
決
し

て
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
一
人
ず
つ
思

い
出
や
夢
を
発
表
。
み
ん
な
で
合

唱
し
、「
東
小
で
学
ん
だ
こ
と
に

自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
自
分
の
未

来
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

卒業証書授与

卒業
　

嘉
島
中
学
校
の
卒
業
式
は
３
月

11
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、
74
人

（
男
子
38
人
、
女
子
36
人
）
が
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
学
び
や
を
後
に
し

ま
し
た
。　

　
　
　
　
※
表
紙
参
照

　

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証

書
を
手
渡
し
た
髙
森
富
雄
校
長
は

一
致
団
結
し
て
熊
本
地
震
に
対
処

し
た
生
徒
に
敬
意
を
表
し
、「
多

く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
を髙森校長荒木町長卒業生代表・時松さん

「
夢
に
向
か
い
踏
み
出
す
」

「
夢
に
向
か
い
踏
み
出
す
」

嘉
島
中
学
校

嘉
島
中
学
校

涙
を
こ
ら
え
て
全
員
で

合
唱
す
る
卒
業
生

松田校長

「未来を切り開く」
嘉島東小学校

卒
業

忘
れ
ず
、
こ
の
道
に
決
め
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
人
生
を
歩
ん
で

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
将
来
は
社
会
の

中
軸
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
は
な
む
け
の
言

葉
。
卒
業
生
代
表
の
時
松
航
世
さ

ん
は
、「
最
高
の
友
達
と
共
に
過
ご

し
た
嘉
島
中
で
の
３
年
間
は
掛
け

替
え
が
な
い
。
ま
だ
去
り
が
た
い

思
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
踏

み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
一
層
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
涙
を
こ
ら
え
て
全
員

で
合
唱
、
先
生
や
保
護
者
に
感
謝

の
思
い
を
届
け
ま
し
た
。

感
謝
の
言
葉
を
添
え
て

卒
業
証
書
を
保
護
者
に

渡
す
卒
業
生

勢
ぞ
ろ
い
し
た
18
人
の
卒
業
生
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仲
間
が
お
祝
い

町
特
別
支
援
学
級

　

嘉
島
西
小
の
卒

業
式
は
３
月
23
日
、

熊
本
地
震
で
被
災

し
た
同
小
体
育
館

か
ら
町
民
会
館

ホ
ー
ル
ア
ク
ア
に

会
場
を
移
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
66
人（
男

子
36
人
、
女
子
30

人
）に
卒
業
証
書
を

手
渡
し
た
中
野
浩

幸
校
長
は
、「
自
分

の
力
を
信
じ
て
一

生
懸
命
に
努
力
し

続
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
、

荒
木
町
長
は
、「
皆
さ
ん
の
笑
顔

と
元
気
が
町
民
を
励
ま
し
、
活
力

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
感
謝
、

「
小
学
校
で
の
体
験
を
基
礎
に
中

学
校
で
も
勉
強
に
運
動
に
が
ん

ば
っ
て
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

４
、
５
年
生
は
お
礼
の
言
葉
や

歌
を
贈
り
、
卒
業
生
が
運
動
会
や

修
学
旅
行
な
ど
６
年
間
の
思
い
出

や
歌
を
発
表
す
る
と
、
詰
め
か
け

た
保
護
者
か
ら
す
す
り
泣
き
も
漏

れ
て
い
ま
し
た
。

中野校長

思いを込めてステージで合唱する卒業生

「自分の力 信じて」
嘉島西小学校

卒
業

　

嘉
島
幼
稚
園
の
卒
園
式
は
３
月

17
日
。
35
人
（
男
児
14
人
、
女
児

21
人
）
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

岩
永
啓
次
園
長
は
「
み
ん
な
３

年
間
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と

ほ
め
、
荒
木
町
長
は
「
小
学
校
で

も
元
気
で
仲
良
く
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

卒
園
児
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
園
長
か
ら

修
了
証
書
を
受
け
取
り
、「
楽
し

か
っ
た
」「
が
ん
ば
り
ま
し
た
」

と
思
い
出
や
歌
を
発
表
し
ま
し
た
。 　

嘉
島
保
育
園
は
25
日
、40
人
（
男

児
18
人
、
女
児
22
人
）
が
、
幼
光

保
育
園
も
同
日
、29
人
（
男
児
13
人
、

女
児
16
人
）
が
卒
園
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
特
別
支
援
学
級
「
さ
ん

サ
ン
な
か
ま
」
の
卒
業
、
進
学
を

祝
う
会
が
３
月
14
日
、
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
嘉
島
西
・
東
小
と
嘉
島

中
の
各
校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、

さ
ん
サ
ン
運
動
会
や
わ
く
わ
く
探

検
な
ど
で
一
緒
に
仲
良
く
活
動
。

昨
年
は
熊
本
市
電
の
乗
車
や
熊
本

空
港
見
学
な
ど
も
し
ま
し
た
。

　

先
生
や
保
護
者
な
ど
も
含
め
て

約
40
人
が
参
加
。
ク
イ
ズ
や
お
や

つ
を
楽
し
ん
だ
後
、
在
校
生
や
先

生
が
お
祝
い
の
言
葉
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
り
、
卒
業
生
は
仲
間
へ
の

感
謝
や
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。

卒園

卒業

嘉
島
幼
稚
園
、
嘉
島
保
育
園
、
幼
光
保
育
園

嘉
島
幼
稚
園
、
嘉
島
保
育
園
、
幼
光
保
育
園

嘉島幼稚園の卒園式

嘉島保育園の卒園式幼光保育園の卒園式

６
年
間
を
振
り
返
る
卒
業
生

「
み
ん
な
楽
し
か
っ
た
」

「
み
ん
な
楽
し
か
っ
た
」
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活力と魅力あふれる
まちづくり
●生活環境
●都市基盤
●産業振興

将来像１

平
成
28
年
熊
本
地
震　

復
興
か
ら
発
展
へ

嘉
島
町
復
興
計
画
を
決
定

　

嘉
島
町
は
３
月
、
策
定
委
員
会

（
会
長
・
川
上
國
治
町
議
会
議
長
）

の
答
申
を
受
け
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
に
よ
る
被
災
か
ら
の
復
旧
、

復
興
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

町
復
興
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
の
震
災
復
興
基
本
方

針
を
踏
ま
え
、
第
５
次
町
総
合
計

画
の
基
本
理
念
「
活
力
と
う
る
お

い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
―
住

ん
で
良
か
っ
た
！　

水
の
郷　

嘉

島
」
の
基
本
理
念
と
三
つ
の
将
来

像
を
継
承
、
取
り
組
み
分
野
と
具

体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
計
画
年
度
は
第
５
次
町
総
合

計
画
と
同
じ
平
成
32
年
度
ま
で
。

　

三
つ
の
将
来
像
は
、
①
活
力
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
②
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
③
「
人
」
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
。
住
宅
・
住
環
境
の
復
旧
・
整
備
、

防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進
、
学
校

教
育
の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
分

野
を
掲
げ
、
被
災
者
の
「
す
ま
い
」

の
確
保
、
防
災
体
制
の
整
備
・
充
実
、

学
校
施
設
の
復
旧
工
事
な
ど
の
具

体
的
施
策
と
、
災
害
公
営
住
宅
の

整
備
や
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、

公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
な
ど
の

主
要
事
業
も
明
示
し
て
い
ま
す
。

〈嘉島町復興計画　
　　　復興の将来像〉

詳しくは「嘉島町ホームページ」をご覧ください。
ＵＲＬ：http://www.town.kashima.kumamoto.jp//

基本理念
活力とうるおいに満ちた田園文化都市
―住んで良かった！　水の郷　嘉島―

安全で安心して
暮らせるまちづくり
●防災・消防・防犯
●福祉・保健・医療

将来像２

「人」が主役の
まちづくり

●教育・生涯学習
●町民参画　　　
　・コミュニティ

将来像３

○将来像１　活力と魅力あふれるまちづくり
取組分野 1　住宅・住環境の復旧・整備
◆被災者の「すまい」の確保
◆被災宅地の復旧　◆住宅の耐震化
◆嘉島東部台地開発事業の推進
◆ＵＩＪターンや本町居住希望者の移住・定住促進

取組分野２　都市基盤等の復旧・強化
◆道路・橋りょう等の整備（国道・県道・町道）
◆公園施設・設備の改修　◆下水道施設の改修
◆河川の防災対策の推進

取組分野３　農業の振興
◆農地・農業用施設の改修

◆農地の高度利用の推進

取組分野４　商工業の振興
◆町内企業の復興支援
◆芝原土地区画整理事業の早期実現
◆就業場所の確保に向けた企業誘致の推進

取組分野５　観光の振興
◆地元資源を活用した観光の振興

取組分野６　雇用の確保
◆創業支援
◆雇用安定のための地域経済活性化と雇用の場の確保

○将来像２　安全で安心して暮らせるまちづくり
取組分野 1　防災・防犯対策の推進
◆防災体制の整備・充実　◆防犯対策の強化

取組分野２　健康づくりの推進
◆高齢者や子どものストレスへの対応
◆高齢者等への生きがいづくり

取組分野３　福祉の充実
◆高齢者、障がい者、生活困窮世帯並びに子育て世
帯等への地域での見守り体制づくり

◆熊本連携中枢都市圏を通した広域連携の充実

取組分野４　子ども・子育て支援の充実
◆多様な保育ニーズに対応した子育て支援サービス
の環境整備

◆安心して結婚・出産できる取組の推進
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○将来像３　「人」が主役のまちづくり
取組分野 1　学校教育の充実
◆学校施設の復旧工事
◆防災体制の充実

取組分野２　生涯学習等いきがいづくりの推進
◆指定文化財の修復
◆町民体育館の機能回復
◆町民会館の活動拠点としての充実
◆嘉島町総合型地域クラブへの支援

取組分野３　協働のまちづくりの推進
◆「協働」の視点にたった町民と行政とのパートナー
シップの確立

取組分野４　地域コミュニティの再生
◆仮設住宅等のコミュニティの形成
◆水の郷まつりの継続実施
◆地域支え合いセンターの機能充実
◆「自助」、「共助」、「公助」による復興の推進
◆コミュニティ再生のための施設の整備

高
田
み
ん
な
の
広
場
再
開

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
で
閉
鎖

さ
れ
て
い
た
高
田
み
ん
な
の
広
場

公
園
は
３
月
６
日
、
再
開
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
当

分
の
間
、「
町
民
で
２
人
以
上
の

団
体
は
何
人
で
も
１
時
間
３
０
０

円
」
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
町
外

の
利
用
者
は
従
来
通
り
１
人
１
日

３
０
０
円
で
す
。

　

同
公
園
は
約
６
㌶
で
、
町
が
整

備
。
８
ホ
ー
ル
３
コ
ー
ス
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
ほ
か
、
芝
生

広
場
や
周
回
園
路
を
備
え
て
い
ま

す
。
熊
本
地
震
で
地
割
れ
や
液
状

化
の
被
害
を
受
け
、
復
旧
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

再
開
初
日
は
さ
っ
そ
く
、
待
ち

か
ね
た
利
用
者
が
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

団
体
１
時
間
３
０
０
円

再開したグラウンドゴルフ場

静
岡
の
中
学
校
と
防
災
交
流

　

嘉
島
中
学
校
の
新
旧
生
徒
会
役

員
９
人
が
３
月
12
〜
14
日
、
静
岡

県
の
中
学
校
２
校
を
訪
問
、「
防

災
」
を
テ
ー
マ
に
熊
本
地
震
の
体

験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
伝
え
、

東
海
地
震
に
備
え
た
同
県
の
防
災

教
育
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
県
の
招
待
。
川
勝
平
太
県
知

事
が
昨
年
７
月
、
嘉
島
中
を
訪
問

し
て
交
流
を
提
案
し
ま
し
た
。

嘉
島
中
生
徒
会
の
新
旧
役
員大須賀中での意見交換会

　

嘉
島
中
の
生
徒
は
、
小
山
町
立

北
郷
中
と
掛
川
市
立
大
須
賀
中
を

訪
問
。
熊
本
地
震
後
に
生
徒
会
で

取
り
組
ん
だ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
避
難
所
支
援
活
動
を
紹
介
。

北
郷
中
で
は
富
士
山
噴
火
を
想
定

し
た
訓
練
、
大
須
賀
中
で
は
東
海

地
震
と
津
波
に
備
え
た
訓
練
な
ど

を
学
び
、
意
見
や
感
想
を
交
換
し

ま
し
た
。

　

静
岡
県
庁
で
は
、
川
勝
知
事
を

表
敬
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
も
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
会
議
長
の
冨
永

美
樹
さ
ん
は
、「
自
分
た
ち
の
体

験
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
静
岡
の
中
学
校
は
防

災
教
育
が
と
て
も
進
ん
で
い
て
意

識
も
高
く
感
心
し
ま
し
た
。
意
見

交
換
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

井
寺
梶
山
の
薬
師
堂
復
旧

　

井
寺
梶
山
組
（
33
戸
）
の
皆
さ

ん
が
３
月
12
日
、
熊
本
地
震
で
破

損
し
た
薬
師
堂
の
屋
根
瓦
を
補
強
、

塗
装
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、
薬
師
堂

は
宝
永
２
（
１
７
０
５
）
年
の
建

立
で
、
堂
内
に
は
新
旧
２
体
の
薬

師
像
が
安
置
さ
れ
、
特
に
子
ど
も

の
守
り
本
尊
と
し
て
信
仰
を
集
め

て
き
ま
し
た
。
地
区
内
で
は
「
お

薬
師
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
子
ど

組
内
で
屋
根
瓦
を
修
復

も
の
遊
び
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

修
復
工
事
は
地
区
役
員
の
津
出

一
世
さ
ん
と
宮
﨑
義
久
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
、
全
戸
が
参
加
。
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

修復した薬師堂と井寺梶山組の皆さん

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
熊
本
地
震
復
興

支
援
活
動
「
水
の
国
く
ま
も
と
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
サ
ン
ト

リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ
が
３
月
17
日
、

嘉
島
東
・
西
小
学
校
に
花
の
苗
１

０
０
株
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
。ス
タ
ッ

フ
が
児
童
と
一
緒
に
ピ
ン
ク
の
花

を
咲
か
せ
る
「
サ
フ
ィ
ニ
ア
」
を

サ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ

東
・
西
小
で
児
童
と
移
植
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プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
植
し
ま
し
た
。

西
小
で
は
２
年
生
が
２
人
１
組
で

楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
２
株
の
苗
を

ポ
ッ
ト
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

替
え
ま
し
た
。

　

東
小
で
は
全
校
児
童
が
移
植
作

業
に
取
り
組
み
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は

校
舎
前
の
花
壇
の
周
囲
に
置
か
れ

ま
し
た
。

楽しそうに花を植える西小２年生

　

芦
北
高
校
の
生
徒
が
心
を
込
め

た
花
や
、
児
童
の
卒
業
や
進
級
を

祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
折
り
紙
飾
り

な
ど
が
３
月
17
日
、
嘉
島
東
・
西

の
両
小
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
は
農
林
科
の
生
徒
が
育
て
た

サ
イ
ネ
リ
ア
と
ガ
ザ
ニ
ア
。
鉢
と

プ
ラ
ン
タ
ー
計
10
基
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
な
ど
は
生
徒
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
が
作
成
、
先
生
が
届

芦
北
高
生
が
東
・
西
小
に

け
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
、
生
徒
が
両
小
に
花

な
ど
を
届
け
て
以
来
、
お
礼
の
便

り
や
年
賀
状
の
交
換
な
ど
で
交
流

が
続
い
て
い
ま
す
。

東小に贈られた花

仮
設
団
地
で
タ
オ
ル
体
操

　

愛
媛
・
今
治
市
の
今
治
タ
オ
ル

体
操
愛
好
会
の
渡
辺
小
百
合
会
長

た
ち
13
人
が
３
月
４
、
５
日
、
２

班
に
分
か
れ
て
嘉
島
町
の
仮
設
団

地
６
カ
所
を
巡
り
、
住
民
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

金
畑
公
園
団
地
で
は
、
住
民
が

愛
好
会
か
ら
贈
ら
れ
た
特
産
タ
オ

ル
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
体
操
に

挑
戦
。
今
治
の
民
謡
や
軽
快
な
音

楽
に
合
わ
せ
て
タ
オ
ル
を
前
後
左

右
に
振
り
回
す
な
ど
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

同
愛
好
会
は
17
年
前
の
旗
揚
げ

以
来
、
タ
オ
ル
を
Ｐ
Ｒ
す
る
独
自

今
治
市
の
愛
好
会
が
交
流

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、「
嘉
島
町
の
皆
さ
ん
の

お
お
ら
か
さ
が
印
象
的
。『
仮
設

に
入
っ
て
１
年
。
こ
ん
な
に
笑
っ

た
の
は
初
め
て
』
と
言
っ
て
も
ら

え
た
」
と
会
員
も
満
足
そ
う
で
し

た
。

　

一
行
は
町
役
場
で
荒
木
町
長
に
、

地
元
で
募
っ
た
義
援
金
も
添
え
て

タ
オ
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

金畑公園団地でのタオル体操

仮
設
団
地
で
歌
や
踊
り

　

静
岡
県
清
水
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
桜
の
架
け
橋
会
」

（
森
美
佐
枝
代
表
）
が
３
月
24
日
、

上
島
公
民
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
隣
接
の
仮
設
団
地
の
皆
さ
ん

を
歌
や
踊
り
で
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
町
を
支
援
し
て

い
る
清
水
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

静
岡
県
・
桜
の
架
け
橋
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
で
来

町
。
フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ
ー
で
時
代

劇
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
お
な
じ

み
の
曲
を
演
奏
、
参
加
者
も
一
緒

に
く
ま
モ
ン
体
操
も
踊
り
ま
し
た
。

　

下
仲
間
、
上
仲
間
、
児
童
公
園

の
仮
設
団
地
で
も
開
き
ま
し
た
。上島公民館でのコンサート

イ
オ
ン　

西
モ
ー
ル

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
は
３
月
24

日
、
専
門
店
街
の
西
モ
ー
ル
が
完

全
復
旧
し
て
営
業
を
再
開
し
ま
し

た
。
東
モ
ー
ル
は
昨
年
７
月
か
ら

営
業
し
て
お
り
、
一
部
を
除
い
て

ほ
ぼ
全
館
が
再
開
し
、
福
袋
や

ク
ー
ポ
ン
な
ど
に
よ
る
特
別
セ
ー

ル
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
営
業
再
開
、
イ
オ
ン
シ

ネ
マ
熊
本
を
含
め
て
49
店
、
う
ち

16
店
が
新
規
出
店
。
全
館
で
は
１

５
１
店
に
な
り
ま
し
た
。

待
っ
て
ま
し
た
営
業
再
開

　

隣
接
の
総
合
ス
ー
パ
ー
イ
オ
ン

熊
本
店
に
は
、
嘉
島
特
産
の
大
豆

を
使
っ
た
焼
酎
と
豆
腐
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。買い物客でにぎわう西モール

義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　
　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

　
　

義
援
金

　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

総
合
相
談
窓
口

　
　

 （
役
場
１
階
小
会
議
室
）

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
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嘉
島
町
総
合
計
画
審
議
会
（
会

長
・
川
上
國
治
町
議
会
議
長
）
は

２
月
24
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か

れ
、
第
５
次
町
総
合
計
画
に
沿
っ

て
平
成
29
年
度
か
ら
３
年
間
の
事

業
実
施
計
画
を
審
議
、
原
案
通
り

承
認
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
は
町
議
会
や
各
種
団

体
の
代
表
14
人
で
構
成
。
計
画
は

「
都
市
基
盤
の
整
備
」「
産
業
の
振

興
」
な
ど
５
項
目
。
３
年
間
の
事

業
費
は
52
億
７
１
０
７
万
２
千
円
。

29
年
度
は
29
億
８
５
９
５
万
２
千

円
で
、
災
害
公
営
住
宅
や
災
害
用

備
蓄
品
の
整
備
事
業
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
家
族
会
宇
城
地
区
協
議

会
主
催
の
宇
城
・
上
益
城
地
区
合

同
入
隊
入
校
予
定
者
激
励
会
が
３

月
18
日
、
甲
佐
町
役
場
で
開
か
れ
、

４
月
入
隊
入
校
予
定
の
55
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
陸
上
自
衛
隊
に

入
隊
予
定
の
東
田
進
吾
さ
ん
（
上

六
嘉
）
が
出
席
。
来
賓
や
先
輩
隊

員
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
鹿

児
島
県
の
国
分
駐
屯
地
で
教
育
を

受
け
、
一
人
前
の
自
衛
官
を
目
指

し
ま
す
。

　

激
励
会
は
欠
席
し
ま
し
た
が
、

園
田
紫
織
さ
ん
（
下
仲
間
）
も
陸

上
自
衛
隊
に
入
隊
予
定
で
す
。

平
成
平
成
2929
〜〜
3131
年
度
年
度

事
業
実
施
計
画
を
決
定

事
業
実
施
計
画
を
決
定

町
総
合
計
画
審
議
会

町
総
合
計
画
審
議
会町総合計画審議会

　
「
第
12
回
人
権
を
考
え
る
町
民

の
集
い
」
は
２
月
25
日
、
嘉
島
町

民
会
館
で
開
催
。
児
童
・
生
徒
が

作
文
な
ど
を
発
表
。
毎
日
新
聞
社

福
岡
総
局
報
道
部
記
者
の
林
由
紀

子
さ
ん
が
「
現
代
の
部
落
差
別
〜

取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と

〜
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
す
べ
て
の
住
民
が

心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」。
髙
野
教
育
長
は
、「
行

政
・
学
校
・
企
業
な
ど
の
一
人
一

人
が
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
６
年
生
の
亀
井
倫
奈

さ
ん
は
、「
い
じ
め
防
止
の
取
り
組

み
」、
同
じ
く
佐
々
木
美
咲
子
さ
ん

は
、「
心
の
つ
ば
さ
」
と
題
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
発
表
。
嘉

島
東
小
学
校
の
６
年
生
18
人
は
、

「
お
じ
い
さ
ん
の
た
た
か
い
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
「
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
学
校
３
年
の
上
田
莉
世

さ
ん
は
、「
熊
本
地
震
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
人
は
お

互
い
に
支
え
助
け
合
い
な
が
ら
生

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と

作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

差
別
の
苦
し
み
を

想
像
し
寄
り
添
う

　

講
師
の
林
さ
ん
は
、「
差
別
と

は
自
分
に
は
関
係
な
い
話
と
思
っ

て
い
た
が
、
京
都
市
立
弥
栄
中
学

校
の
人
権
教
育
を
密
着
取
材
す
る

こ
と
で
心
が
変
化
し
た
。
自
分
に

は
分
か
ら
な
い
、
か
わ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
っ
て
も
、
差
別
の

痛
み
や
苦
し
み
を
聞
き
、
そ
れ
を

想
像
し
、
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
住
民
が
心
豊
か
に
」

「
す
べ
て
の
住
民
が
心
豊
か
に
」

第
12
回
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

差別されたおじいさんの思いを考えた嘉島東小６年生

林　由紀子さん

嘉島中３年
上田　莉世さん

嘉島西小６年
佐々木美咲子さん

嘉島西小６年
亀井　倫奈さん

  

自
衛
隊
入
隊
入
校

自
衛
隊
入
隊
入
校

  

予
定
者
激
励
会

予
定
者
激
励
会

嘉
島
町
か
ら
２
人

嘉
島
町
か
ら
２
人荒木町長の激励を受ける東田さん
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出発前に二の丸広場で記念撮影をする２年生

目指す将来像を発表する生徒

　

嘉
島
中
学
校
２
年
生
89
人
の
立

志
式
は
２
月
25
日
、
同
中
体
育
館

で
あ
り
、
生
徒
は
自
分
の
将
来
像

を
発
表
、
熊
本
城
か
ら
学
校
ま
で

約
10
㌔
を
歩
き
通
し
ま
し
た
。
同

中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
永
田
智
紀
会
長
）
主

催
の
恒
例
行
事
で
す
。
※
表
紙
参
照

　

生
徒
は
保
護
者
や
先
生
を
前
に
、

「
人
の
役
に
立
つ
理
学
療
法
士

に
」「
周
り
の
人
に
信
頼
さ
れ
る

人
に
」「
笑
顔
を
忘
れ
な
い
人
に
」

と
目
指
す
職
業
や
人
物
像
を
発
表
。

安
永
珠
梨
生
徒
会
長
は
、「
一
人

前
の
社
会
人
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。
冨
永
誠
也
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会

長
は
、「
つ
ら
い
こ
と
も
乗
り
越

え
て
す
て
き
な
大
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

熊
本
城
へ
は
バ
ス
で
移
動
し
、

二
の
丸
広
場
か
ら
出
発
。
学
校
ま

で
元
気
に
歩
き
通
し
ま
し
た
。

熊
本
城
か
ら

熊
本
城
か
ら
1010
㌔
歩
き
通
す

㌔
歩
き
通
す

嘉
島
中
２
年
生　
「
立
志
式
」

嘉
島
中
２
年
生　
「
立
志
式
」

　

嘉
島
西
小
学
校
で
２
月
21
日
、

茶
道
ク
ラ
ブ
の
４
、
６
年
生
９
人

が
お
茶
会
を
開
き
、
１
年
間
の
お

け
い
こ
の
成
果
を
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
10
人
に
披
露
し
ま
し
た
。

裏
千
家
正
教
授
の
杉
本
宗
美
先
生

が
毎
月
１
回
指
導
。
児
童
は
手
作

り
の
お
菓
子
や
飾
り
で
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
、
て
い
ね
い
に
茶
を
た

て
一
人
一
人
に
運
び
ま
し
た
。
お

客
さ
ま
か
ら
は
「
と
て
も
お
い
し

い
」と
声
が
上
が
り
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

お 

茶 

会

西
小

み
そ
パ
ー
テ
ィ
ー

西
小

　

嘉
島
西
小
学
校
で
３
月
６
日
、

３
年
生
76
人
が
み
そ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
。
み
そ
作
り
や
読
み
聞
か

せ
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
人
に
、
昨

年
秋
に
仕
込
ん
だ
み
そ
を
使
っ
た

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
と
、
キ
ュ
ウ
リ
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

軽
食
は
み
ん
な
で
食
べ
、
な
ぞ
な

ぞ
や
ビ
ン
ゴ
な
ど
児
童
が
考
え
た

ゲ
ー
ム
も
楽
し
み
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶

換
金
寄
付

西
小

　

嘉
島
西
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
の
５
、
６
年
生
13
人
は
３
月
７

日
、
昨
年
４
月
か
ら
１
年
間
で
集

め
た
ア
ル
ミ
缶
を
換
金
し
、「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
」
と
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し

た
。
放
送
や
チ
ラ
シ
で
児
童
に
呼

び
か
け
て
毎
月
集
め
、
き
れ
い
に

洗
っ
て
校
内
の
倉
庫
に
保
管
し
て

い
ま
す
。

挑
戦
！

豆
だ
ご
作
り

東小
　

嘉
島
東
小
で
３
月
14
日
、
授
業

の
一
環
と
し
て
郷
土
料
理
教
室
が

開
か
れ
、
３
年
生
22
人
が
豆
だ
ご

と
、
か
し
ま
ト
マ
ト
と
大
豆
の

ス
ー
プ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
熊
本
県
認
定
「
く
ま
も

と
食
の
名
人
」
５
人
と
保
護
者
が

指
導
。
児
童
は
、
冷
凍
し
た
ト
マ

ト
に
「
つ
る
ん
と
む
け
て
楽
し
い
」

と
歓
声
を
上
げ
、
小
麦
粉
を
こ
ね

て
丸
め
る
豆
だ
ご
作
り
も
に
ぎ
や

か
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

名
人
の
１
人
の
河
原
君
代
さ
ん

は
、「
地
元
産
の
料
理
を
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
方
々
に
広
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。



広報かしま 2017.4

13

認知症サポーター養成講座

　
「
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
合
お

う
」
と
、
上
六
嘉
区
（
増
岡
司
区

長
）
主
催
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
２
月
20
日
、
東
老
人

憩
い
の
家
で
開
か
れ
、
約
30
人
が

認
知
症
の
特
徴
や
対
応
の
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
早
川
保
健
師
。
高
齢
者

相
談
員
な
ど
で
作
る
同
区
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
会
員
や
民
生
委
員
、

老
人
会
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
、
町
は
高
齢
者
が

増
え
、
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人

は
認
知
症
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
を
紹
介
。
認
知
症
は
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
脳
の
萎
縮
の
ほ

「
地
域
で
支
え
合
う
」

「
地
域
で
支
え
合
う
」

上
六
嘉
区

上
六
嘉
区

認
知
症
サ
ポ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

タ
ー
養
成
講
座

か
に
治
療
可
能
な
原
因
も
あ
る
こ

と
、
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
る

記
憶
障
が
い
や
時
間
、
場
所
が
分

か
ら
な
く
な
る
見
当
識
障
が
い
な

ど
認
知
症
特
有
の
症
状
を
説
明
。

　
「
心
の
状
態
や
環
境
に
よ
っ
て

出
て
く
る
症
状
は
、
周
囲
の
人
の

支
え
で
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

熱
心
に
学
ぶ
上
六
嘉
区
の
皆
さ
ん

お 

茶 

会

ひな
まつり

　

３
月
３
日
は
ひ
な
ま
つ
り
。
嘉

島
幼
稚
園
で
は
お
茶
会
が
開
か
れ
、

園
児
が
お
茶
を
点
（
た
）
て
た
り

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

町
文
化
協
会
茶
道
部
の
上
田
け

い
子
さ
ん
た
ち
６
人
が
指
導
、
園

児
の
保
護
者
も
手
伝
い
ま
し
た
。

　

舞
台
に
は
７
段
の
ひ
な
人
形
や

園
児
手
作
り
の
お
内
裏
さ
ま
が
飾

ら
れ
ま
し
た
。
年
長
の
さ
く
ら
組

は
お
め
か
し
し
て
、
年
少
の
た
ん

ぽ
ぽ
組
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

園
児
は
神
妙
な
表
情
で
茶
を
点

て
、
抹
茶
の
苦
味
に
顔
を
し
か
め

た
り
、「
お
い
し
い
」
と
声
を
上

げ
た
り
、
思
い
思
い
に
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園

嘉島シニア FC

　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
種

目
部
主
催
の
第
２
回
水
の
郷
Ｃ
Ｕ

Ｐ
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
は

２
月
４
日
開
会
し
、
３
月
19
日
ま

で
熱
戦
を
展
開
。
町
内
居
住
者
を

中
心
に
活
動
す
る
嘉
島
シ
ニ
ア
Ｆ

Ｃ
は
６
位
で
し
た
。

　

40
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
、
振
興
、
競

技
力
向
上
が
目
的
。
県
内
の
強
豪

５
チ
ー
ム
を
招
待
、
毎
週
土
曜
日

を
主
に
ナ
イ
タ
ー
で
戦
い
ま
し
た
。

　

上
位
３
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝　

肥
後
シ
ニ
ア
▽
２
位　

シ
マ
ズ
自
動
車
北
部
▽
３
位　

熊

本
県
教
員
蹴
球
団
Ｏ
Ｂ

第
２
回
水
の
郷
Ｃ
Ｕ
Ｐ

第
２
回
水
の
郷
Ｃ
Ｕ
Ｐ

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
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嘉島町ごみ問題対策実行委員会

　

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委

員
会
が
３
月
17
日
、
町
役
場
で
開

か
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
貢
献

し
た
三
郎
無
田
な
ど
町
内
の
優
良

３
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
会
長
の
荒
木
町
長
は
、

４
月
か
ら
実
施
す
る
粗
大
ご
み
の

収
集
有
料
化
の
周
知
を
要
請
、
事

業
系
の
ご
み
が
多
い
と
い
わ
れ
る

中
で
「
一
般
の
家
庭
ご
み
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
に
よ
り
一
層

努
め
て
い
き
た
い
」
と
改
め
て
協

力
を
求
め
ま
し
た
。

　

空
き
瓶
・
缶
や
古
紙
な
ど
の
回

収
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
平
成
28

年
度
実
績
は
、
対
前
年
度
比
４
・

３
％
減
の
１
６
６
・
２
０
２
㌧
で
、

１
世
帯
当
た
り
49
・
８
㌔
で
し
た
。

　

町
内
13
地
区
別
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

三
郎
無
田
が
１
世
帯
当
た
り
96
・

１
㌔
で
優
勝
、
２
位
は
94
・
２
㌔

犬
渕
、
３
位
は
92
・
７
㌔
の
北
甘

木
で
し
た
。

　

有
料
化
さ
れ
る
粗
大
ご
み
は
従

来
の
ご
み
出
し
場
所
か
ら
戸
別
収

集
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
収
集

料
金
は
１
品
目
５
０
０
円
。
詳
細

は
町
建
設
課
環
境
係
☎
（
２
３

三
郎
無
田
な
ど
優
良
団
体
表
彰

三
郎
無
田
な
ど
優
良
団
体
表
彰

粗
大
ご
み
は
有
料
・
戸
別
収
集

粗
大
ご
み
は
有
料
・
戸
別
収
集

７
）
２
６
１
９
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　　

町
内
一
斉
清
掃

　
　

４
月
23
日
（
日
）

　

今
春
の
町
内
一
斉
清
掃
は
４
月

23
日
に
各
地
区
で
実
施
す
る
こ
と

も
決
ま
り
ま
し
た
。

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委
員
会

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委
員
会

平成 28年度　リサイクル事業年間実績表

地区名 世帯数
ビン類
（㎏）

世帯割
（㎏）

新聞・雑誌
（㎏）

世帯割
（㎏）

ダンボール
（㎏）

世帯割
（㎏）

古　布
（㎏）

世帯割
（㎏）

アルミ缶
（㎏）

世帯割
（㎏）

総　　　計 総排出量
対前年比排出量

（㎏）
世帯割
（㎏） 順位

下六嘉

三郎無田

井　寺

北甘木

上六嘉

西　村

上　島

鯰

滝河原

高　田

上仲間

下仲間

犬　渕

計

※世帯割は、平成 28年４月１日現在の世帯数で算出。北甘木区については、特別養護老人ホーム 50世帯を除く。高田区 25世帯除く。
※総計の順位欄の（　）は、27年度の順位。
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役
場
の
人
事
異
動
・
昇
格　
４
月
１
日
付

異　

動  (　

)
内
は
旧
所
属
・
役
職

会
計
室
総
括
審
議
員
兼
会
計
管
理
者
兼

会
計
室
長

光
橋　

憲
司 （
総
括
審
議
員
兼
議
会
事
務
局
長
）

農
政
課
長
兼
地
籍
調
査
係
長

春
日　

公
和 （
農
政
課
長
兼
農
地
係
長
兼
地
籍
調
査
係
長
）

議
会
事
務
局
長

石
阪　
　

浩 （
税
務
課
審
議
員
兼
徴
収
係
長
）

農
政
課
農
地
係
長

篤
岡
潤
一
郎 （
農
政
課
参
事
）

税
務
課
徴
収
係
長

馬
場　

雅
夫 （
建
設
課
参
事
）

企
画
情
報
課
主
事

奥
名　

宏
紀 （
町
民
課
主
事
）

建
設
課
主
事

西
橋　

賢
祐 （
企
画
情
報
課
主
事
）

総
務
課
付
主
事
（
熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
派
遣
）

古
荘　

直
輝 （
町
民
課
主
事
）

町
民
課
主
事

古
閑　

大
智 （
税
務
課
主
事
）

町
民
課
主
事

山
田　

美
沙 （
新
規
採
用
）

町
民
課
主
事

蜂
屋　

周
太 （
新
規
採
用
）

税
務
課
主
事

山
口　

訓
央 （
新
規
採
用
）

昇　

格  

社
会
教
育
課
審
議
員
兼
社
会
教
育
係
長

増
永　

貴
士 （
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
）

町
民
課
審
議
員
兼
福
祉
係
長

藤
本　

賢
二 （
町
民
課
福
祉
係
長
）

総
務
課
審
議
員
兼
財
政
係
長
兼
管
財
係
長

中
冨　
　

喬 （
総
務
課
財
政
係
長
兼
管
財
係
長
）

建
設
課
審
議
員
兼
都
市
計
画
係
長

橋
本　

浩
史 （
建
設
課
都
市
計
画
係
長
）

学
校
教
育
課
主
査

田
中　

身
和 （
学
校
教
育
課
主
事
）蜂屋　周太

（町民課）
山田　美沙
（町民課）

山口　訓央
（税務課）

町
民
課
参
事

中
村　

主
税 （
会
計
室
総
括
審
議
員
兼

会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）
＝
定
年

◎
新
規
採
用
の
職
員

退
職
・
再
任
用 

3
月
31
日
付
・
4
月
１
日
付

嘉島町総合運動公園
各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

４

22 土 高円宮杯U-18サッカーリーグ2017プリンスリーグ九州 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　※５月３日も開催

23 日 高円宮杯 2017チャンピオンズリーグ熊本U-18 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　※ 30日も開催

29 土 平成 29年度第 32回九州大学サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

５

４ 木 高円宮杯 2017熊本県サッカーリーグU-15　１部 競技場 13：00～ 熊本県サッカー協会　※６日も開催

６ 土 高円宮杯 2017チャンピオンズリーグ熊本U-18 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　※ 13日も開催

７ 日 平成 29年度第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　※ 21日も開催

14 日 2017第８回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　※ 28日も開催

14 日 第 19回熊本県ミドルサッカーリーグ大会 競技場 18：00～ 熊本県サッカー協会

20 土 第 41回九州大学サッカートーナメント大会 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237－ 0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　《住所》〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00
　《駐車場》有　　《アクセス》イオンモール熊本から車で約５分、九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　《施設》◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート 105ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

※ 施設開放に伴うお知らせ：現在、多目的競技場（人工芝広場サッカーコート及び陸上トラック）と管理棟は一般開放
していますが、野球場・テニスコート及び大型遊具施設は、復旧工事のため使用できません。

　工事が完了次第、順次開放しますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

平成29年３月 31日現在
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嘉島町はメタボリックシンドロームが課題 !?
○受診者（687人受診）の結果（平成 28年７月～ 10月健診実施）

　　　　　　・特定健診受診率　48.9％　　→目標　60%!!
　　　　　　・受診された方の 21.0％がメタボ該当 !!
　　　　　　・健診を受けた人と受けていない人の生活習慣病にかかる
　　　　　　　一人当たりの医療費の差は約３倍！（町国保）
　　　　　　　　　　　→　健診を受診されている方が断然安いんです !!

心疾患
（狭心症・心筋梗塞）

脳血管疾患
（脳梗塞・くも膜下出血）

慢性腎不全
糖尿病性腎症（人工透析）

血糖値↑↑

中性脂肪↑↑

血圧↑↑

善玉
コレステロール↓↓

運動不足
過食

喫煙

肥満
（内臓脂肪型肥満）

重症化していくと、重篤な病気や障害につながります・・・

メタボ判定基準域の方の割合

HbA1c5.6％以上　70.2％

150mg/dl 以上　19.4％ 140mg/dl 以上　4.7％

収縮期血圧 130㎜ Hg以上　38.0％
拡張期血圧 85㎜ Hg以上  　15.9％

●脂肪肝、軽度脂肪肝の方
35.8％

●腹囲異常者　36.7％
　（男性85㎝以上、女性 90㎝以上）

● BMI25 以上　24.0％

脂肪を溜め込んでいる脂肪を溜め込んでいる

運動不足！
1日 1時間以上運動をしない人の割合が県平均に比べて多い。

40.0％ 50.0％45.0％ 55.0％ 60.0％ 65.0％

熊本県

嘉島町

49.4%

60.1%

運動習慣がない方が県平
均とくらべても多いです
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　疾病の重症化を防ぐためにも、危険因子をできるだけ減らために内臓脂肪の
減少を目指すことが必要です。

まずは特定健診を受診することが

　　　　　　　　　自分の体を知る入り口になります。

→改善が必要な方は町の保健師・管理栄養士がお手伝いをします。

【お問い合わせ先】役場町民課保健係（嘉島町国民健康保険）　☎ 237-2574

23 年度と平成 28年度の特定健診の結果の比較

危険因子の保有数による心疾患の発症危険度

23 年度から３項目該当の割合は変わっておらず、
心疾患の発症危険度は危険因子がない方に比べて
35.8 倍ととても高いことがわかります。

平成 27 年度の町国保の医療
の疾患別の費用額データを見
ると、心疾患は県内で入院９
位、外来 7位と 1件当たりの
医療費が高く、重症化してい
ることが考えられます。

25.0％

20.0％

15.0％

10.0％

5.0％

0.0％

メタ
ボ該
当者
割合

３項
目全
て該
当

血糖
＋血
圧

血圧
＋脂
質

血糖
＋脂
質

18.2％
21.0％

6.5％ 6.5％

3.3％
5.5％ 7.1％7.4％

1.3％1.4％

Ｈ 23 Ｈ 28

危険因子の保有数

心
疾
患
の
発
症
危
険
度

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

治療はまだ
できません…
生活習慣の改善
が必要です！

とても高い数値があるこ
とも危険ですが、少しず
つ複数の項目が高いこと
も危険です。

０ １ ２ ３～４

1.0
5.1 5.8

35.8
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後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ

後期高齢者医療制度の対象となる方
・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市＝区＝町村に申請し、広域連合の認定を

受けた日から加入）
　　　※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部の方などです。
　　　※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、

いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
　　　※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３カ月未満である方などは対象になりません。

平成 28・29年度の保険料率
・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

保 険 料 額 均 等 割 額 所 得 割 額

※年額57万円が上限です

（被保険者１人当たり）
×

所得割率

総所得金額等－33 万円
（基礎控除）（年額）

47,900 円
9.26％

= +

平成 29年度は保険料の軽減内容が見直されます。
　所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます
が、一部軽減割合等が見直されます。
　　（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

◆保険料の均等割額の軽減《５割・２割軽減対象者の拡大》
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

所得が低い方の軽減

⇨保険料の均等割額を９割軽減
「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被
保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万
円として計算したうえで所得が０円となる場合

⇨保険料の均等割額を8.5割軽減「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

⇨保険料の均等割額を５割軽減
「基礎控除額（33万円）」＋「27万円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯 （拡大）

⇨保険料の均等割額を２割軽減
「基礎控除額（33万円）」＋「49万円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯 （拡大）

＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前にな
ります。

　また、年金所得については15万円を控除した額で判定します。
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～特別徴収から口座振替への変更～
　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出に
より、保険料を口座振替での納付へ変更することができます。
【お問い合わせ先】役場税務課課税係　☎２３７－２６３９

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成28年４月２日～
平成28年10月１日の間

普通徴収はありません 平成29年４月から

平成28年10月２日～
平成29年２月28日の間

平成29年４・６・７・８・９月 平成29年10月から

平成29年３月１日～
平成29年３月31日の間

平成29年７・８・９月 平成29年10月から

平成 29年度後期高齢者医療保険料の納め方
　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座
振替）により納めることになります。

　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間18万円未満の方などを除く）で、平成28年４月２
日以降に75歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成29年度途中から特別徴収となりますの
でご注意ください。

特別徴収の方

普通徴収の方

平成29年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。

平成29年４月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減《９割軽減→７割軽減へ見直し》

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減《５割軽減→２割軽減へ見直し》
　被保険者の総所得金額等が

⇨

「基礎控除（33万円）」＋58万円　を超えない方の保険料所得割額

＊普通徴収の納期限は、市町村によって異なります。また、平成28年４月２日～ 10月１日の間
に75歳の誕生日を迎えられた方の特別徴収の開始月は、市町村によって平成29年４月より前に
開始される場合もあります。

平成28年度
５割軽減

平成29年度
２割軽減

⇨
平成28年度
均等割額９割軽減

（所得割額はかかりません）

平成29年度
均等割額７割軽減

（所得割額はかかりません）

対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方
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ぼ
く
が
こ
の
本
を
選
ん
だ
理
由

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
ず
、
ホ

ホ
ジ
ロ
ザ
メ
等
の
サ
メ
連
合
と
カ

ジ
キ
軍
団
の
は
げ
し
い
戦
い
が
す

ご
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の

話
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
サ
メ

を
つ
か
ま
え
て
い
た
船
が
サ
メ
に

お
そ
わ
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
ぼ
く
は
、
サ
メ
や
カ
ジ
キ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
魚
好
き
の

人
に
と
く
に
お
す
す
め
で
す
。

「 

ど
っ
ち
が
強
い
!?　

サ
メ 

VS 

メ
カ
ジ
キ　

海
の
頂
上
決
戦
」

ス
ト
ー
リ
ー
：
ス
ラ
イ
ウ
ム
、
メ
ン
グ

ま
ん
が
：
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
チ
ー
ム

監
修
：
水
族
館
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
新
野
大

　
　
　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

嘉島西小学校５年

笠　　貴彦さん

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
４
〜
５
月
の
休
館
日
》

　

４
月
17
、
24
日

　

５
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め
に

返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
貸
出
と
返
却
の
ほ
か
閲
覧
、
学
習

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の

高
齢
者
交
流
会
が
３
月
４
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約

60
人
が
認
知
症
予
防
の
ゲ
ー

ム
や
お
弁
当
の
会
食
で
交
流
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

毎
年
３
月
に
開
催
。
地
元

の
ほ
か
町
内
各
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
が
参
加
。
町
民
課

の
早
川
参
事
（
保
健
師
）
が

認
知
症
の
予
防
の
話
や
ゲ
ー

ム
、
愛
媛
県
今
治
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
贈
ら
れ

た
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
な

ど
を
指
導
、
参
加
者
は
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
や　

　
　

会
食
で
交
流

嘉  島  町  民  会  館
　熊本地震による被災のため、ホール「アクア」とリハーサル室だけを条件付きで一時開放しています。
ホールの音響反射板や会議室等は利用できません。詳しくはお問い合わせください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の貸出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借りた本
を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
みかづき
 森絵都
草花たちの静かな誓い
 宮本輝
また、桜の国で
 須賀しのぶ
いまさら翼といわれても
 米澤穂信
十二人の死にたい子どもたち
 冲方丁
喧嘩（すてごろ）
 黒川博行
シニアの品格
 小屋一雄
発達障害の僕が輝ける場所を見つけられ
た理由
 栗原類
やせるおかず　作りおき
 柳澤英子
数字が苦手な人のための簿記「超」入門
 監修　今村正

谷川俊太郎詩集　すき
 谷川俊太郎
講談社の動く学習漫画
人体のふしぎ　体の中の大探検！の巻
 漫画　竹林月　監修　島田達生
たったひとりのサバイバル・ゲーム！
灼熱の砂漠を脱出せよ
 　トレイシー・ターナー著　岡本由香子訳
伝記シリーズ　戦国の天下人
信長・秀吉・家康
 小沢章友・著　暁かおり・絵
くまくまパン
 西村敏雄
ルピナスさん―小さなおばあさんの話―
 バーバラ・クーニー　さく
 かけがわやすこ　やく
ヘンテコクレヨン
 作・絵　みやにしたつや
1日10分でちずをおぼえる絵本
 あきやまかぜさぶろう　さく

文
化
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
交
流
会
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健
診
・
予
防
接
種

住
民
健
診
の
ご
案
内

○
住
民
健
診
予
定
日

　

8
月
27
日
（
日
）
〜
8
月
31
日
（
木
）、

　

12
月
10
日
（
日
）
〜
12
月
12
日
（
火
）

○
会
場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
方
法

　
「
嘉
島
町
住
民
健
康
診
査
申
込
書（
調

査
書
）」
を
3
月
31
日
（
金
）
の
行
政

区
文
書
配
達
で
、
嘱
託
員
を
通
じ
て
各

世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
回

収
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
で
4
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
役
場
町
民
課
保
健
係
へ

郵
便
ま
た
は
持
参
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
提
出
期
限　

４
月
28
日（
金
）

　

こ
の
申
込
書
に
基
づ
い
て
各
健
診
の

受
診
票
等
を
配
付
し
ま
す
。
受
診
希
望

の
方
は
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
３
月
下
旬
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ

た
方
に
は
、
調
査
書
が
配
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
診
希
望
の
方
は
、

町
民
課
保
健
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
町
国
保
加
入
者
の
皆
様
へ 　

　

申
込
書
で
は
『
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）』
の
申
し
込
み
も
同
時
に
受

け
付
け
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
必
ず
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
全
員
、
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
※
16
・
17
㌻
参
照

　

ご
自
宅
に
配
付
さ
れ
た
「
嘉
島
町
住

民
健
康
診
査
申
込
書
（
調
査
書
）」
の

集
団
健
診
（
8
月
28
日
〜
9
月
1
日
）

ま
た
は
か
し
ま
ド
ッ
ク
（
7
月
〜
10

月
）
の
ど
ち
ら
か
ご
希
望
の
欄
に
○
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
で

き
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
ま
た

は
な
っ
て
い
る
）
状
態
を
早
期
に
発
見

し
、
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
み
や
す
い

内
容
で
す
。

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
か
ら
、
個
人
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す

く
、
効
果
的
で
す
。

※
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
特
定
保

健
指
導
を
健
診
機
関
（
日
赤
熊
本
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
実
施
し

　

嘉
島
町
は
、
町
内
事
業
所
の
求
人

情
報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
４
月
の
新
た
な
求
人
情
報

• 

熊
本
南
工
業
団
地
協
同
組
合
ナ
ン

コ
ウ
Ｓ
Ｓ
（
井
寺
４
３
１－

３
５

　

☎
２
３
７－

２
０
２
５
）

　
　

正
社
員
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am

oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
右
記
以

外
の
現
在
募
集
中
の
求
人
情
報
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

※
求
人
情
報
の
掲
載
を
ご
希
望
の
事

業
所
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用

　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜
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掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
乳
幼
児
健

診
・
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
お
子
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
は
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
次

の
通
り
、
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ
れ

た
通
知
を
、
接
種
さ
れ
る
町
内
委
託
医

療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
間　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
30
年
３
月
31
日

○
個
人
負
担
金　

　

２
０
０
０
円
（
町
内
指
定
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
に
限
る
）

○
対
象
者

・ 

65
歳
（
昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
昭
和

28
年
４
月
１
日
生
）

・ 
70
歳
（
昭
和
22
年
４
月
２
日
〜
昭
和

23
年
４
月
１
日
生
）

・ 

75
歳
（
昭
和
17
年
４
月
２
日
〜
昭
和

18
年
４
月
１
日
生
）

・ 

80
歳
（
昭
和
12
年
４
月
２
日
〜
昭
和

13
年
４
月
１
日
生
）

・ 

85
歳
（
昭
和
７
年
４
月
２
日
〜
昭
和

８
年
４
月
１
日
生
）

・ 

90
歳
（
昭
和
２
年
４
月
２
日
〜
昭
和

３
年
４
月
１
日
生
）

・ 

95
歳
（
大
正
11
年
４
月
２
日
〜
大
正

12
年
４
月
１
日
生
）

・ 

１
０
０
歳
（
大
正
６
年
４
月
２
日
〜

大
正
７
年
４
月
１
日
生
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
及
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

※
各
対
象
者
と
も
、
助
成
対
象
の
接
種

機
会
は
生
涯
を
通
じ
て
１
回
の
み
で
す
。

期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
助
成
対
象
の
接
種

機
会
は
生
涯
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
成

人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

○
町
内
の
委
託
医
療
機
関

▽
山
地
外
科
胃
腸
科
医
院

　
　
　
　
　
（
上
島
２
４
９
１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
０
３

▽
香
田
整
形
外
科

　
　
　
　
　
（
北
甘
木
２
０
１
８
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
８
１
１

▽
よ
し
む
ら
内
科
・
循
環
器
科

　
　
　
　
　
（
上
島
２
２
９
９－

１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
５－

７
７
７
３

▽
大
串
内
科

て
い
ま
す
。

③
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
町
国
保

が
き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
結
果
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。（
町
開
催
の
健
康
教
室
等
）

④
医
療
費
の
抑
制
に
効
果
的
で
す
。

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病

の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、

ご
家
庭
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担
す
る

医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
（
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

利
用
施
設
（
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、

介
護
施
設
等
）
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
参
加
者
（
患
者
）
の
診
療
、
調
剤
、

及
び
介
護
に
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、

質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
へ
つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
参
加
方
法

　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
て
い
る
利
用
施
設
に
「
く

ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参

加
同
意
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意　

今
年
度
、
地
域
の
中
核
的
な

医
療
機
関
か
ら
順
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
行
う
計
画
で
す
。
現
時
点
で
全
て

の
医
療
・
介
護
関
係
機
関
で
利
用
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０－

２
５－

３
７
３
５

　
　
（
9
時
〜
12
時　

13
時
〜
17
時
）

平
成
29
年
度
乳
幼
児
健
診
・

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
！

　

緑
色
の
チ
ラ
シ
で
「
平
成
29
年
度
乳

幼
児
健
診
予
定
表
／
平
成
29
年
度
子
ど

も
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
」
を
３

月
中
旬
に
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
も
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（
鯰
２
７
８
９－

１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
４－

７
８
７
３

▽
た
な
か
内
科
眼
科

　
　
　
　
　
（
鯰
１
８
９
８－

３
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
５－

７
２
３
５

▽
さ
か
た
耳
鼻
咽
喉
科

　
　
　
　
　
（
鯰
１
８
３
４－

１
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

４
１
３
３

▽
西
村
病
院

　
　
　
　
　
（
北
甘
木
２
０
８
５
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
５
５
１

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ペ
ッ
ト
予
防
注
射

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
犬
を
飼
う
場
合

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
料
金
は
１
頭
当
た
り
３
０
７
０
円

で
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途

登
録
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。
都

合
の
よ
い
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
東
地
区
】

○
期
日　

４
月
26
日
（
水
）

○
場
所
及
び
時
間

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

８
時
50
分
〜
９
時
20
分

・
上
六
嘉
公
民
館

　
　

９
時
30
分
〜
10
時
10
分

・
北
甘
木
公
民
館

　
　

10
時
20
分
〜
10
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　

11
時
〜
11
時
30
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　

14
時
20
分
〜
14
時
40
分

・
東
小
学
校
正
門
前

　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

【
西
地
区
】

○
期
日　

４
月
27
日
（
木
）

○
場
所
及
び
時
間

・
上
島
公
民
館

　
　

８
時
50
分
〜
９
時
30
分

・
鯰
公
民
館

　
　

９
時
40
分
〜
10
時
20
分

・
上
仲
間
公
民
館

　
　

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　

11
時
〜
11
時
20
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

・
高
田
公
民
館

　
　

14
時
〜
14
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　
　

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

熊
本
地
震
関
連

民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
の
ご
案
内

　

嘉
島
町
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ

る
実
態
調
査
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
の

方
へ
の
訪
問
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
地
区
民
生
委
員
に
お
願
い
し
、

震
災
後
の
生
活
の
不
安
や
心
配
事
が
な

い
か
な
ど
、
簡
単
な
聞
き
取
り
を
し
て

い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
民
生
委
員
に
つ
い
て

　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
と
熊
本
県
知
事
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。
非
常
勤
の
公
務

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、「
相
談
者
の
秘
密
を
守
る

こ
と
」
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

証
」（
県
知
事
か
ら
の
身
分
証
明
書
）

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

熊
本
地
震
は
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
大
き
な
災
害
で
し
た
。
突
然
の

出
来
事
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
の
備
え
で

も
対
応
で
き
な
い
規
模
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災

害
の
後
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
こ
ろ

は
時
間
と
と
も
に
変
化
し
、
回
復
へ
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

嘉
島
町
は
、
そ
の
よ
う
な
震
災
後
の

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
策
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
く
た
め
に
熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
現
在
の
心
身
の

状
況
を
ご
自
分
で
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象
者　

応
急
仮
設
住
宅
及
び
み
な

し
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
方

○
調
査
期
間　

４
月
28
日
（
金
）
ま
で

○
方
法　

対
象
者
に
調
査
票
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う
え
４
月
28
日

ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
５－

８
８
０
１

く
ま
も
と
型
復
興
住
宅

モ
デ
ル
住
宅
を
展
示
中

　

地
震
に
強
く
、
コ
ス
ト
低
減
に
配
慮

さ
れ
た
「
く
ま
も
と
型
復
興
住
宅
」
モ

デ
ル
住
宅
を
展
示
中
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
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職
員
募
集
・
試
験

町
非
常
勤
職
員
募
集（
保
健
師
）

○
募
集
人
員　

１
人
程
度

○
条
件　

保
健
師
免
許
を
有
す
る
方

○
勤
務
内
容　

　

訪
問
等
に
よ
る
保
健
指
導
業
務
等

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
29
年
５
月
１
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
報
酬　

日
額
８
１
５
０
円

　
（
１
時
間
あ
た
り
１
０
５
１
円
）

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法

　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
（
市
販
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
師
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
先
ま
で
持
参

ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

４
月
25
日
（
火
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
を
除
く
８

時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の
場

合
は
４
月
25
日
（
火
）
の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

○
試
験
職
種　

介
護
支
援
専
門
員

○
採
用
予
定
人
員　

１
人

○
受
験
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
す
る
方

○
試
験
の
内
容

・
第
１
次
試
験　

教
養
・
作
文

・
第
２
次
試
験　

面
接

○
試
験
日
時
及
び
場
所

・
第
１
次
試
験　

５
月
28
日
（
日
）

　
　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
第
２
次
試
験　

合
格
者
に
別
途
通
知

○
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
月
15
日
（
月
）
ま
で

※ 

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
。
郵
送
は
５
月
15

日
（
月
）
消
印
ま
で
有
効
。

○ 

職
務
の
内
容　

嘉
島
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
従
事

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

子
育
て

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

４
月
20
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
も

で
き
ま
す
。
住
宅
再
建
を
ご
検
討
の
方

は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
展
示
場
所　

　

益
城
町
テ
ク
ノ
仮
設
団
地

○
開
場
時
間　

10
時
〜
18
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
水
曜
日
定
休
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
住
宅
課

☎
３
３
３－
２
５
４
７

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
配
分

　

嘉
島
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
配

分
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。
次
の
内
容

に
よ
り
申
請
を
受
け
付
け
、
対
象
者
に

配
分
い
た
し
ま
す
。

○
配
分
対
象
者
お
よ
び
配
分
額

・ 

対
象
と
な
る
修
理
・
工
事
を
終
了

し
、
費
用
が
30
万
円
以
上
50
万
円
未

満
に
な
っ
た
世
帯
主　

　

↓
１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

・ 

対
象
と
な
る
修
理
・
工
事
を
終
了

し
、
費
用
が
50
万
円
以
上
１
０
０
万

円
未
満
に
な
っ
た
世
帯
主

　

↓
１
世
帯
に
つ
き
５
万
円

※ 

た
だ
し
、
熊
本
県
配
分
義
援
金
の
対

象
者
（
全
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
＝

１
０
０
万
円
以
上
の
修
理
）
で
、
す

で
に
義
援
金
を
申
請
、
受
領
さ
れ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
３
月
末
（
予
定
）
ま
で

　

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

○
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

○
受
付
場
所　

　

嘉
島
町
役
場
１
階
総
合
相
談
窓
口

※
申
請
に
、
り
災
証
明
書
は
不
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
修
理
・
工
事
の
内
容
や

　

 

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
全
戸

配
布
済
み
の
チ
ラ
シ
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

 http://w
w

w
.tow

n.kashim
a.

kum
am

oto.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
管
財
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２
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参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

会
員
募
集

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会　
　

新
規
会
員
募
集

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
食
に
関
す

る
学
習
を
深
め
、
町
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

○
主
な
活
動
内
容

　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
調
理
実
習
や

体
操
な
ど
の
自
主
学
習
会
を
開
催
し
、

そ
の
内
容
を
広
報
誌
に
掲
載
し
た
り
、

ご
近
所
へ
伝
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
サ
ロ
ン
等
、
地
域
に
出
向
く

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
趣
旨
に
賛
同
し
、
一
緒
に
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
協
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
町
民
課
保
健
係
（
嘉
島
町
食
生

　

活
改
善
推
進
員
協
議
会
事
務
局
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
」「
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
」「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
」
な
ど
を
目
的
に
昨
年
３
月
設

立
し
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
の
影
響
を

受
け
活
動
拠
点
と
な
る
運
動
施
設
等
が

使
用
で
き
な
く
な
り
、
活
動
を
中
止
し

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
２
月
の
町
広
報
誌
に

折
り
込
ん
だ
「
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
」

の
通
り
、
４
月
か
ら
使
用
可
能
の
施
設

で
活
動
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
入
会
手
続
き

　

教
育
委
員
会
備
え
付
け
の
「
入
会
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
会

費
及
び
保
険
料
を
併
せ
て
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
情
報
は
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kps-y.sakura.ne.jp/sougougata/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
（
町
民
会
館
１
階
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

税
課
税
台
帳
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
29
年
度
の
課
税
台
帳
（
固
定
資

産
税
）
の
縦
覧
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

　

８
時
半
〜
17
時
15
分
（
閉
庁
日
除
く
）

　

こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
の
財
産
を
確

認
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

軽
自
動
車
税
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
申
請
す
る
と
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
る
軽
自
動
車

②
（
イ
） 
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

（
ロ
） 

18
歳
未
満
の
障
害
者
の
家
族

が
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に

利
用
す
る
軽
自
動
車

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
減
免
範
囲
が
あ

り
ま
す
。

○
減
免
申
請
期
間

　

 

納
付
書
の
届
い
た
日
か
ら
５
月
31
日

（
水
）
ま
で
（
納
期
限
ま
で
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
戦
傷
病
者
手
帳

③
療
育
手
帳

④
精
神
障
害
者
手
帳

⑤
車
検
証

⑥
運
転
者
の
運
転
免
許
証

⑦
印
鑑
及
び
納
付
書

※
①
〜
④
は
交
付
さ
れ
た
手
帳
が
必
要

で
す
。
等
級
に
よ
っ
て
は
減
免
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９
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金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

無
料
登
記
相
談
所
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
土

地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

　

５
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

就　

活
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

平
成
29
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
項
目
及
び
資
格

◇
一
般　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者　

◇
歯
科　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

◇
薬
剤
科　

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

○
募
集
期
間　

５
月
５
日
（
金
）
ま
で

○
試
験
期
日　

５
月
13
日
（
土
）

○
合
格
発
表　

６
月
２
日
（
金
）

○
入
（
校
）
隊　

平
成
30
年
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

※
要
確
認　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
（
身
体
、
知
的
、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
障

が
い
）
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
企

業
等
に
委
託
、
県
内
各
地
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
受
講
生
を
募
集
中
で
す
。　

　

仕
事
に
必
要
な
技
能
習
得
（
パ
ソ
コ

ン
操
作
や
実
習
等
）
の
訓
練
を
行
う
と

と
も
に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　

訓
練
期
間
は
原
則
３
カ
月
、
受
講
料

は
無
料
で
す
（
教
材
代
な
ど
は
必
要
）。

○
申
込
先

求
職
者
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

在
職
者
…
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
０
２

軽
自
動
車
（
三
輪
以
上
）
の

税
率
は
条
件
で
異
な
り
ま
す

　

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
条
件
に
よ

り
税
率
が
異
な
り
ま
す
。
条
件
は
「
最

初
の
新
規
検
査
」
の
年
月
で
判
定
し
ま

す
。

　

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

排
出
ガ
ス
基
準
の
条
件
に
よ
り
、
取
得

の
翌
年
度
分
の
み
軽
自
動
車
税
の
税
率

が
軽
減
（
グ
リ
ー
ン
化
特
例
）
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
初
（
新
車
）
の
新
規
検
査

か
ら
13
年
を
経
過
し
た
三
輪
以
上
の
軽

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
標
準
税
率
の
お

お
む
ね
20
％
増
の
重
課
税
率
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

４
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

　

５
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

　

 （
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３
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就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
！

　

ど
ん
な
就
職
活
動
を
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
。
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業

が
向
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
面
接

や
履
歴
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
が
ほ
し
い
。
そ
ん
な
時
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
利
用
時
間　

月
〜
金　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　

土　
　
　

10
時
〜
17
時

　
　
　

１
回
１
時
間
程
度
（
予
約
制
）

○
住
所　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８－

６
、
朝
日
生
命
ビ
ル
１
階

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
し
ご
と
相
談･

支
援
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

☎
３
５
２－

０
８
９
５

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
1

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学

生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

　

所
得
の
め
や
す
は
、
１
１
８
万
円
＋

　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
）
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

農
業
・
工
業

県
立
農
大
農
作
業
安
全
講
座

（
大
特
・
け
ん
引
免
許
取
得
）

　

農
作
業
の
安
全
と
農
業
機
械
の
効
率

的
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
大
特
・

け
ん
引
免
許
を
取
得
で
き
る
講
座
が
県

立
農
大
で
開
講
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者　

①
県
内
に
居
住
す
る
専
業
農
家
、
第
１

種
兼
業
農
家
の
構
成
員
で
、
大
型
特
殊

車
両
の
農
業
機
械
を
有
す
る
方
又
は
利

用
し
て
い
る
方
（
予
定
含
む
）

②
県
内
に
居
住
す
る
農
業
生
産
組
織
又

は
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
大
型
特
殊
車
両
の

農
業
機
械
を
運
転
・
操
作
す
る
業
務
を

担
う
方
（
運
転
免
許
試
験
の
受
験
資
格

を
満
た
す
必
要
あ
り
）

○
募
集
期
間　

５
月
８
日
（
月
）
ま
で

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
会
場　

県
立
農
業
大
学
校

○
日
程　

１
講
座
４
日
間

○
申
込
用
紙
配
布
先　

嘉
島
町
役
場
農

政
課
（
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

○
申
込
書
提
出
先　

上
益
城
地
域
振
興

局
農
業
普
及
・
振
興
課

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　

農
業
普
及
・
振
興
課　
　
　
　

☎
２
８
２－

０
３
０
５

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

工
業
統
計
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る

重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
日
は
６
月
１
日
で
す
。
調
査
対

象
事
業
所
の
方
は
、
調
査
へ
の
ご
回

答
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
統
計
調
査
課

☎
３
８
３－

１
１
１
１

環　

境
４
月
23
日
は
町
内
一
斉
清
掃
日

　

４
月
23
日
（
日
）
は
、
春
の
町
内
一

斉
清
掃
日
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
各
地
区
を

清
掃
美
化
、
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。　
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「
元
本
保
証
で
高
収
益
」
と
し
て
、

レ
ン
タ
ル
料
を
受
け
取
る
こ
と
を
目

的
に
業
者
か
ら
商
品
を
購
入
し
、
そ

の
商
品
を
第
三
者
に
貸
し
出
す
と
い

う
「
レ
ン
タ
ル
事
業
契
約
」
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

１
、「
社
会
貢
献
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
近
寄
る
悪
質
業
者

　

普
段
、
投
資
話
に
は
見
向
き
も
し

な
い
人
で
も
、
例
え
ば
環
境
配
慮
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
投
資
す
る
こ
と

で
高
収
入
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、

環
境
保
全
に
も
貢
献
で
き
る
と
い
う

話
で
あ
れ
ば
、
心
が
少
し
動
か
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
、
そ
の
手
口
と
は
？

　

悪
質
業
者
か
ら
の
勧
誘
に
少
し
で

も
関
心
を
示
す
と
、
相
手
は
す
ぐ
に

自
宅
を
訪
問
し
、
立
派
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
見
せ
な
が
ら
、「
あ
な
た
が
購

入
し
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
当
社
が

い
っ
た
ん
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、

第
三
者
に
レ
ン
タ
ル
し
ま
せ
ん
か
。

面
倒
な
手
続
き
は
一
切
当
社
で
行
い

ま
す
」
と
話
を
持
ち
か
け
て
契
約
さ

せ
ま
す
。
当
初
、
悪
質
業
者
は
約
束

通
り
、
き
ち
ん
と
レ
ン
タ
ル
料
を
振

り
込
む
こ
と
で
契
約
者
を
安
心
さ
せ

ま
す
が
、
そ
の
後
は
レ
ン
タ
ル
料
振

り
込
み
が
途
絶
え
、
つ
い
に
は
電
話

が
つ
な
が
ら
な
く
な
る
な
ど
し
ま
す
。

　
３
、
対
策
は
？

　

基
本
原
則
と
し
て
「
う
ま
い
話
は

存
在
し
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
相

手
の
話
は
聞
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上

で
、
大
事
な
お
金
を
見
ず
知
ら
ず
の

相
手
に
預
け
る
の
で
す
か
ら
、

・ 

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、
身
内
な
ど

の
誰
か
に
相
談
し
て
契
約
す
る

・ 

相
手
方
が
行
っ
て
い
る
事
業
の

実
態
を
し
っ
か
り
確
認
す
る

と
い
う
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
メ
ー
カ
ー
の
出

荷
証
明
書
や
実
際
の
設
置
状
況
を
確

認
し
た
い
と
業
者
に
申
し
入
れ
、
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
契

約
自
体
を
疑
う
べ
き
で
す
。

　

た
と
え
業
者
が
実
際
に
何
ら
か
の

事
業
を
手
が
け
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
お
金

だ
け
集
め
て
逃
げ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生

活
相
談
室
（
26
ペ
ー
ジ
）
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

《
レ
ン
タ
ル
事
業
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
》
見
守
り
新
鮮

情
報
4
月
号

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ご
み
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

　

例
年
、
町
内
一
斉
清
掃
日
に
併
せ
て

「
粗
大
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
有
料
・
戸
別
収
集
と

な
り
ま
し
た
の
で
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

粗
大
ご
み
の
収
集
の
流
れ
（
詳
細
）

に
つ
い
て
は
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
が
後
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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□災害の問い合わせについて
　高機能消防指令センター運用開始に伴い、地域住民の皆様へ災害発生の情報提供を目的とした
『災害情報テレガイド』の運用を始めました。
　管内で発生中の火災・救助（※）事案情報を音声ガイダンスで提供します。ご気軽にご利用ください。

◎救急・ヘリ（防災消防ヘリ・ドクターヘリ）などの支援活動は、「災害発生なし」と流れます。
◎ 救急・ヘリ支援活動は基本的に消防車で行います。消防車のサイレンを鳴らしながら走行します。
　火災とお間違えの無いようお願いします。

場　　所…消防車または救急車が向かう場所
　　　　　（住所や誰でもわかる大きな目標物〔交差点名・病院・店舗・橋など〕）
内　　容…どうした（いつから、誰が〔年齢・性別〕、既往歴、かかりつけ医など）
氏　　名…通報者のお名前
電話番号…119通報した電話番号

　119通報すると「場所・内容・氏名・電話番号」
を通信指令課員が伺います。

□CALL 119

地域住民の皆様へ
上益城消防

本部

　　通信指
令室から

高機能消防指令センター運用開始に伴う
『災害情報テレガイド』のご案内

◎お問い合わせ先
（平日）上益城消防本部・警防通信指令課 TEL 096（282）1969
（夜間・休日）上益城消防署 TEL 096（282）1955
※災害情報テレガイド TEL 096（281）7100

火火災・災・救救急・急・救助救助は 119 番へ
落ち着いて！
ゆっくり！
はっきり！と
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４ 月 の 納 税 等 ５ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }①　期介護保険料
保育所利用料……………４月分
下水道使用料……………３月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年５月１日（月）

固定資産税……………… ①　期
軽自動車税………………全　期

保育所利用料……………５月分
下水道使用料……………４月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年５月31日（水）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

４月26日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

車
上
狙
い
が
相
次
ぐ
！

　

３
月
に
入
り
、
町
内
で
自
動
車
の

窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
車
内
の
物
を
盗

む
車
上
狙
い
が
散
発
的
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
車
の
中
に
物
品
を
の
せ
た

ま
ま
に
し
な
い
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
り
、

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
審
者
を
目
撃
し

た
場
合
は
、
１
１
０
番
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 29 年２月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.2 2 58 0 0 7 0 0 2

H29 累計 11 118 0 0 12 0 1 2

前年比 ‒4 +14 ‒2 ‒1 +7 ‒2 +1 +2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.2 14 170 0 0 9 0 0 4

H29 累計 37 342 1 0 16 0 2 5

前年比 +2 +35 ‒3 ‒1 +9 ‒5 +2 +3

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）

電話の内容を振り込む前に
もう一度チェック！

家族や警察官などになりすます 税金の還付などと偽りお金をだまし取る

　家族の一員や警察官、弁護士などになりすまし、交
通事故や借金、痴漢行為などのトラブル処理のために
現金を振り込むよう要求するものです。

□　『携帯電話の番号が変わった』と言われた
□ 　子供や孫からの電話で、『どうしてもお金が必要』
と頼まれた（使い込み、保証人、交通事故など）

□ 　『金融機関等で振り込む理由を聞かれたら、こう
答えて』と頼まれた（結婚式の費用、車の購入代金
など）

□　『お金が戻ってくる』と言われた
□ 　役所などからの電話で、『ATMで手続きをする』
と言われた
□ 　ATMコーナーに着いたら電話するように言われ
た
※ 社会保険庁、税務署などからATMであなたの口座
にお金が振り込まれることはありません

　社会保険庁や税務署などの職員を装い、年金や税金
の過払い分を返還するなどと偽って、コンビニや金融
機関のATMに誘い出し、ATMを指示に従って操作
するよう要求するものです。

オレオレ詐欺 還付金等詐欺

★留守番電話大作戦！
　在宅時でも留守番電話にしておけば、振り込め詐欺の犯人と話をしなくてすむため、被害に遭わず安心です！
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嘉島東小学校の人権学習 　嘉島東小学校は平成 28 年 10 ～ 11 月、下記 4項目

を基本目標に人権学習に取り組みました。各学年の取り組みを紹介します。

① 　自分のくらしを捉えなおし、くらしやく
らしに関わる思いが出せて、仲間とつなが
りあう子どもの育成を図る。
② 　クラスの仲間が語ることを自分のくらし
と重ね合わせて受け止め、重なったところ
で返していくことができる子どもの育成を
図る。

③ 　生活の中にある不合理な仕組みや差別の
構造について正しい認識を持ち、差別を許
さない行動ができる子どもの育成を図る。
④ 　部落差別をはじめ、あらゆる差別を見抜
き、許さず、立ち向かっていこうとする意
識を持つ教職員集団の確立をめざす。

○ １年「ぼくのランドセル」　相手によって態度を変えることのおかしさや嫌なことは嫌と
はっきり伝えることの大切さを学習しました。教材文を読んで、その差別性に気付いた子ども
たちも、自分たちの生活の中にも似たようなことがあるということにはなかなか気が付きませ
ん。しかし、じっくり話し合ううちに、自分たちの周りにも同じような事が起こっていること
に気付いてきました。これからも学習したことを生かしていこうと話し合っています。

○ ２年「おうちの人のお仕事調べ」　自分や友達のくらしについて考えました。おうちの人に
お仕事インタビューをしたり、お仕事中に取材に行かせてもらったりして、おうちの人が何の
ために働いているのかがわかったようです。調べたことを発表し、友達の発表と比べることで、
友達のくらしを知ることもできました。おうちの人は私たちのために働いているとわかり、お
うちの人の子どもたちへの願いを聞くこともできました。

○ ３年「目標を持つことの大切さ・みんなと仲良くなるために」　高橋尚子さんの教材を
もとに、目標を持ち、それに向かって努力を続けることの大切さを学習しました。あきらめず、
日々努力を継続することで、目標が達成できることを理解しました。各自目標を決め、現在も
努力を重ねています。また、友達との関係での悩みがありましたので、自分の行動を振り返り、
思いを周りのみんなに伝えていきました。そのことから他の人の考えていることがわかり、自
分の行動を振り返りながら、これからどうするか考えました。
○ ４年「くつかくしのこと」　一方的に悪口を言うのぼるくんたちと、それにくつをかくすと

いう行動で仕返しをするまさのりくんの行動について考えました。その後、「学校からくつかく
しをなくそう」と立ち上がり、訴えるまさのりくんをクラスのみんなが支えていく。クラスが
まとまっていく姿を見て、自分たちのクラスのことを考え、みんなの力でより良い集団になっ
ていくことの大切さ、意義を学びました。
○ ５年「この子とともに」　水俣病について学習しました。工場の排水によって病気になった

だけでも大変な事なのに、「そばによるとうつる」と言われ差別をされることのおかしさを考え
ました。また、語り部さんから話を聞き、本当のことを知らないこと、こそこそと話をするこ
とがどんなに人を傷つけることかをしっかりと考えていきました。そして、自分たちの行動を
振り返り、本当のことを知らずにうわさを信じて間違った行動をしてしまうことはないかと見
つめなおしました。

○ ６年「おじいさんのたたかい」　生まれたところや住んでいるところで差別をすることにつ
いてのおかしさについて学習しました。本県の菊池で行われた水平社設立時に集まった人々の
様子や今まで差別を受けてきたおじいさんの思いをもとに、水平社設立時に集まった人々はど
のような思いで集まったのかを考えさせられました。また、このような間違えた考えがなくな
らない理由についても自分たちのくらしと照らし合わせ考えることができました。

※  11 月 2日、町交流授業研究会として６年生の授業研究会、11月５日、人権授業参観と人権教
育講演会を行いました。これからも人権教育を推進していきたいと考えています。

人権問題の正しい理解のために 〔その299〕
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って
食育推進シリーズ

嘉島町食生活改善推進員協議会

非常時に役立つよう、健康を維持できるよう

→レシピを紹介！地域を訪問！していきます。

平成 29 年 2 月 21 日の自主学習会で、熊本地震の振り返りを行いました。

・車中泊をしていたときは、食事があまりできなかった。
・近所の男性２人の家族におにぎりと漬物を届けた。
・近所へ声かけし、材料を持ち寄り、炭やカセットコンロで食事を作った。
・野菜や保存食を作っていたので助かった。
・水をいただけたので、みそ汁やだご汁を作って食べることができた。
・皿にラップを敷いて使い、洗い水に困らないようにした。
・風呂の水が残っていたので、トイレなどに利用できた。

・近所同士の声かけ、付き合いを日頃からしておく。
・カセットコンロとボンベ、携帯電話と充電器をすぐ取り出せるようにしておく。
・水、インスタント食品は賞味期限を確認し、使いながら備蓄する。
・乾物、缶詰を有効利用する。
・ラップや衣類もストックし、すぐ取り出せるようにする。
・米、塩、みそ、梅干しを常備する。
・ 防災訓練をすることによって、避難困難な人を把握し、支援に格差がないようにで
きたら良いと思う。

〇そのときどうだった？

○これから考えること

○活動目標

⇩

⇩
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♪　Kindergarten　Concert　♪
　Over the course of several weeks, I visited the local
kindergarten regularly to assist with rehearsal of the 
English program. Children of all age groups sang the 
classic “Twinkle-Twinkle Little Star,” and we also 
performed Pico Taro’s recent hit song, “PPAP.”
　Many of the children had parents and older siblings 
come to the performance. Although I only played a small 
part in the performance, many noticed and remembered 
me. Whenever a parent or a child tells me they remembered 
my contribution to the performance, it really makes me 
feel welcomed here in Kashima.
　A few days after the kindergarden’s performances, I 
briefly visited the Kindergarten after hours. When I entered, 
I saw several of the kindergarten teachers working at 
full force to create an elaborate display of Hina dolls for 
the upcoming Girls’Festival. I had heard about Girls’Day 
before, but to me, it was one of the more perplexing 
festivals to understand.
　Why would people display elaborate and expensive dolls, 
sit in front of them and drink tea? What exactly was the 
point?
　I explained my confusion to one of the kindergarten 
staff, and one of them told me something quite interesting. 
Japan, it is said, is a country that is very gentle and kind 
to children, and Hina Matsuri is one way to express love 
and pray for the well-being of young girls.

　Many of my happiest childhood memories were made when I was able to sing songs and dance for 
my family during school performances. By watching and supporting me, my parents were also 
expressing their love and praying for my well being. Love for children, no matter what form it takes, 
really does know no borders.

♪　幼稚園の生活発表会　♪
　私は、生活発表会の英語プログラム練習のお手伝い
で、数週間にわたって幼稚園を訪問していました。発
表会では、全園児で、おなじみの「きらきら星」と、
ピコ太郎の大ヒット曲「PPAP」を披露しました。
　生活発表会の日には、小学生のきょうだいや、保護
者もいらっしゃっていました。私は、少しだけしかお
手伝いはできなかったけど、発表会にいらっしゃった
方々が私のことを覚えてくれました。発表会後、町内
で声をかけてくださる機会もあり、嘉島町ですごく歓
迎していただいているなぁとうれしく感じました。
　生活発表会が終わって数日後、時間外に少しだけ幼
稚園を訪問しました。そのとき、幼稚園の先生方がバ
タバタして雛（ひな）祭りの飾り付けをしていました。
日本に雛祭りという行事があるということは知ってい
ましたが、カナダ人の私にとって非常に理解が難しい

ものでした。
　精巧で高価な雛人形を飾り付け、その前に座ってお
茶を飲むことに、どのような意味があるのだろうと思
いました。
　理由が分からなかった私は、幼稚園の先生方に尋ね
てみました。すると、「日本は子どもに優しく大切に
している国で、雛祭りは、女の子への愛情を表し、健
やかで幸せに育っていくことをみんなでお祈りする行
事」と興味深いことを教えてくださいました。
　子どもの時の一番楽しかった思い出は、学校の発表
会で両親のために踊ったり歌を歌ったりしたことです。
私を見ながら、両親も娘が無事にすてきな大人になれ
るように祈っていたのでしょう。子どもへの愛情に国
境はないですね。

（平成 29 年３月 16 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

生活発表会で嘉島幼稚園児と一緒に
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椿　彩葉さん
（嘉島西小学校５年）

森永　龍子さん（上六嘉）
「ウサギのおひなさま」

宮地　環さん（嘉島東小学校１年）
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３
月
は
幼
稚
園
や
小
中
学
校
な
ど
の
卒
業
式

が
あ
り
、
健
や
か
に
成
長
し
て
新
た
な
道
に
進

む
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
接
し
ま
し
た
。
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っ
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業
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大
学
創
設
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義
先
生
が
嘉
島
町
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身
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こ
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で
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毎

年
招
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
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今
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熊
本
地

震
で
亡
く
な
っ
た
女
子
学
生
に
特
別
学
位
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ご
両
親
は
涙
し
、
妹
さ
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が

学
位
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受
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取
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様
子
か
ら
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元
気
で
い

て
く
れ
た
ら
」
と
い
う
思
い
が
痛
い
ほ
ど
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
は
消
防
団
を
頼
も
し
く
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
東
海
大
学
卒
業
式
で
見
た
こ
と
と

重
ね
て
、
地
域
住
民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
こ

と
が
行
政
の
第
一
の
役
目
で
あ
る
と
、
あ
ら
た

め
て
認
識
し
た
次
第
で
す
。　

　
（
３
月
21
日
）
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成
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年
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月
17
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般　

寄　

付

３月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・ 庁内常会　・糸田堰土地改良区理事長来庁
 ・熊本県町村会打ち合わせ
 ・熊本県土地改良事業団体連合会通常総会
２日 ・ 嘉島町交通安全推進会議
 ・前水管理、国土保全局長来庁応対
 ・熊本県市町村職員共済組合理事会、組合会
３日 ・ 熊本銀行嘉島支店長来庁応対
 ・嘉島町議会定例会　・県庁総務部来庁応対　
 ・ 熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・くまもと経済レセプション
４日 ・今治市支援金贈呈応対
５日 ・嘉島町消防団出初式　
６日 ・課長会議　・町議会定例会　
７日 ・ 町議会定例会　・県庁市町村課長来庁応対
 ・㈱木村代表取締役社長来庁応対
８日 ・愛媛県愛南町ほか御礼訪問（～9日）
10日 ・ 熊本県共同募金会来庁応対
 ・熊本県雇用環境整備協会理事会来庁応対
 ・ 嘉島中生徒静岡訪問の激励　・課長会議
 ・坂本哲志「2017春の集い」
11日 ・嘉島中学校卒業式
12日 ・ 高田堰掛土地改良区総会　・下六嘉区総会
 ・三郎無田区総会
16日 ・ 公立学校施設整備期成会来庁応対
 ・熊本県緑化推進委員会来庁応対
 ・熊本県市町村社協連合会理事会
 ・ 水土里情報利活用協議会総会
 ・熊本県緑化推進委員会理事会　・犬渕区会議
17日 ・ 熊日より取材来庁応対　・嘉島幼稚園卒園式
 ・熊本県町村会来庁応対
 ・ 熊本県共同募金会来庁応対
 ・嘉島町PR動画インタビュー
 ・ 熊本県市町村振興協会来庁応対
 ・ごみ対策実行委員会　・嘱託員会議
18日 ・ 嘉島町中央土地改良区総代会
 ・自衛隊入隊、入校予定者激励会
19日 ・ 上仲間区総会　・高田区総会　・西村区総会
 ・北甘木区総会　・東海大学学位授与式
21日 ・ 課長会議　・町消防団長来庁応対
 ・熊本県公立学校施設整備期成会
 ・ 熊本さわやか長寿財団理事会
 ・熊本県農業会議臨時総会　
 ・熊本県防犯協会連合会理事会
22日 ・国保中央会理事会
23日 ・ 熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・県警本部長来庁応対　・嘉島西小学校卒業式
 ・ 熊本県共同募金会理事会、評議員会
 ・イオンモール熊本訪問　
24日 ・ 嘉島町社会福祉協議会理事会、評議員会
 ・町史編纂準備委員会
 ・熊本県町村会定期総会　
26日 ・ 犬渕区総会　・井寺区総会
 ・鯰生産組合総会　・上島消防団総会
27日 ・ 課長会議
 ・県警生活安全部長、生活安全企画課長来庁
 ・ 熊本県建設技術センター評議員会
 ・熊本県監査委員協議会総会
 ・ 国保連合会打ち合わせ
 ・臨時九州地区町村会事務局長会
28日 ・北海道釧路市御礼訪問（～29日）
29日 ・ 国保中央会総会
 ・文部科学省及び文化庁要望活動
30日 ・ 熊本銀行嘉島支店長来庁応対
 ・北甘木老人クラブ総会　・金剛地鎮祭
 ・ 御船衛生施設組合臨時議会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合打ち合わせ
 ・ 阿蘇くまもと空港国際線振興協議会役員会
 ・熊本県防犯協会連合会理事会
31日 ・ 町消防団長来庁応対
 ・嘉島中央土地改良区来庁応対　
 ・ 熊本県土地改良事業団体連合会退任式
 ・上益城地域振興局長来庁応対　
 ・ 熊本県町村会辞令交付式
 ・上益城広域連合退任式
 ・長期派遣職員辞令交付　・嘉島町退任式

３月 12 ～ 14 日の静岡県の中学校訪問を前に、
町長室を訪れた嘉島中生徒会役員と（３月 10日。
９㌻参照）
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嘉島町の人口動態
平成29年３ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,139 人　

　男　　 4,416 人　

　女　　 4,723 人

世帯数　 3,379 世帯　（－ 1）

　

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
４
年
間
、

広
報
の
業
務
に
携
わ
ら
れ
た
私
の
師
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も
ち
ま
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卒
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さ
れ
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。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
取

材
を
通
し
て
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
熊
本
地
震
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直
後
か
ら
町
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回
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の
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況
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せ
し
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一
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を
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。
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育
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３
月
25
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大
勢

の
親
子
連
れ
が
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加
し
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楽
し
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に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。
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が
あ
り
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ご
ろ
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育
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子
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て
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。

　

祭
り
で
は
、
１
歳
前
後
の
幼
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に
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は
い
は
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よ
ち
よ
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ス
や
、
利
用
者
が
持
ち
寄
っ

た
子
ど
も
服
や
お
も
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ど
の

無
料
配
布
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

楽しくにぎやかに

　（＋ 2）

　（－ 2）

　（± 0）

４月16日（日）　泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
４月23日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
４月29日（土・祝）  香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
４月30日（日） 小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
５月３日（水・祝）  たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５
５月４日（木・祝）  さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
５月５日（金・祝） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３
５月７日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
５月14日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２

子育て支援センター祭り

 

平成20年７月４日生

お姉ちゃん大～好き！
ご両親：永田正之さん・沙織さん（下六嘉）

じーじ♥　ばーば♥　いつもありがとう!!
ご両親：鶴村治末さん・直美さん（高田）

永田　莉奈子（りなこ）さん

平成22年５月29日生
　　　百花（ももか）さん

平成28年９月９日生
　　　瑞葵（みずき）ちゃん

平成26年２月14日生
鶴村　凌太朗（りょうたろう）くん

平成28年10月２日生
　　　好恵（このえ）ちゃん


